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「ええじゃないかj研究を振り返って

Looking back upon my study on ”E匂ianaika”

the nation-wide fanatic boom among the people 

during the last few months of the Edo era 

田村貞雄

TAMURA SADAO 

静岡大学情報学部

静岡県浜松市城北3-5-1

Faculty of Information of Shizuoka University 

3・5・lJouhoku,Hamamatsu city, Shizuoka prefecture 

明櫛佐新直前の 1867年優応3）東海萱を中心に江戸~から四国・山陽道にかけて起こっ
た民衆の狂苦じ伏態を「ええじゃなし、かJとしづ。「ええじゃなし、かJでは、伊勢神宮をはじめ

秋葉三尺坊大権現・津島特頁天王・豊川稲荷など諸神諸仏の御札が降臨したが、これをきっ

かけに民衆は街頭に出て狂喜乱舞した。

わたくしは1980年代中葉から「ええじゃなし、か」研究をし、最初のお札降りと思われる豊

橋市の史料を用いて、『ええじゃなし、か始まる』（1987年）を書いた。この年には、「ええじ

ゃなし、かJ120年を記念して、「ええじゃなし、か東海シンポジウムj を豊橋市で開いた。

1995年度からわたくしは旧教養部から情報学部に移ったが、工学部から来られた方々と科

学研究費の重県領域「人文科学とコンビュータ」に応募して共同研究をした、これはわたし

にとっては刺激的な、楽しい研究環境で、あった。

In 1967 (Keio Year 3), the previous ye町 ofthe Meiji Restoration, the nation-wide 

fanatic boom among the people called ”Eejanaika”凶meout through 'Ibkaido a詑 a

including Edo (old n田neof ’lbkyo) and its suburb 加1wardsSanyodo as well as Shikoku 

area. 

During this ”Eejanaika”movement, a large number of charms of famous shrines, 

including I舵 Shr叩e,Akiba Sanjakubo Daigongen, Tsushima Gozu-tenno as well as 

’lbyokawa Inari, dropped out of the skies, which triggered旬 m北epeople madly dan四
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on the str関白色rweeks. I have民enstud戸時”E匂'anaikti’sincethe middle of 80s and 

wro句” Z匂；anaika Bi伊18”（1987),with the historical materials企"OmThyohashi where 

it was considered the first pla偲 ofthe charm drops. At the s出neyear.，偲lebra白lg12仇h

years anniversary of the Eejanaika movement, Iα）（）f1品nated”由児島efanaika

Symposium in Tuk白” at Thyohashi city. 

Since 1995 un世 1998,I co-worked in the joint pr司ect,the Computβrs and Humanities, 

with Dr. NAKATANI, Dr. ITOH, Dr. KONISHI ,Dr.AKAISHI and Dr. ABE, all of whom 
伺 mefrom the Fae叫tyof Engineering, after I moved加 theFae叫tyof Information. It 

gave me a great deal of exci也igand inspiring experience with very仕uitfulres叫臼．

｛キー・ワード｝ええじゃないか、御鍬百年祭、御蔭参り、秋葉信仰

[Key・wo吋］ E匂'anaika,Cen胞nnial annivers紅 y of god of h田，Ma錦司si出 g 加 Ise

Shrine for thanks , Akiba worship 

「ええじゃないか」発端のついての諸説

わたくしは、1980年代半ばから明治維新直前に

起こった民衆行動で、ある「ええじゃなし、かj とい

う現象を研究してきた。

「ええじゃないかjのきっかけをなした最初の

お杭障りについては、戦前には井里日互茂雄「神符

の降下に就いてJ(1916年）の「七八月の交J名古

屋発生説、『維新史料綱要』（1940年）の8月下旬

名古屋地方説などがあった。『岡崎市史』第8巻

(1930年）のみは典拠をあげないまま、三河発生説

をとっていた。なお田村栄太郎「慶応三年”えい

じゃないが’J(1鎖均年〉のみは8月横浜説である。

藤谷俊雄氏の『「おかげまいりJと「ええじゃな

い州』住吉波新書 1967年）では8月中旬より尾

州、 三州、遠州の三国で発生したとされた。西垣

晴次氏の『ええじゃないカミ』（1973年）は、『磐田

市誌』下巻（1956年）の記す8月 15日の遠江国見

付宿の事例を初例とされた。その後『豊川市史』

(1973年）が三河国御油宿の8月4日の史料を載

せ、編纂にあたった大久保友治氏の「「ええじゃな

いかJの発生についてJ(1974年）で紹介された。

7月22日以前とする豊橋市羽田八幡宮の史料は、

岸野俊彦氏・伊藤忠士氏からの史料提供により

佐々木潤之介氏の「幕末の社会情勢と世直し」

(1977年）で紹介された。高木俊輔氏の『ええじ

ゃなし、か』（1979年）もこの説である。

加藤善夫氏「県東部のええじゃなし、かJ(1985 

年）は7月 18日夜の吉田宿（現豊橋市中，L街）の

事例を紹介された。

豊橋市牟自八幡宮「留記J

7月 14日発端を示す牟呂八幡宮の史料「留記j

は、愛知大学の歌川進氏によって発見され、橘敏

夫氏「調l札降り発生地蛾の関車史料J(1984年）で

はじめて指摘され、勝訴財政氏により『新居町史』

第8巻（1986年）で全文紹介された。これは牟呂八

幡宮近傍で御札を見つかったが、その出所を疑っ

た2人の人物の家族が急死するとし、う異常な事件

を記録してしも。人々は街鰍百年祭を催促する神

の仕業と恐れおののき、御札降臨の臨時祭礼をは

じめた。その渦中で吉田宿（豊橋市中心部）で、

鳥がお札をくわえて来たという噂が発生し、「ええ

じゃないかjに発展したのである。

わたくしは街鰍百年祭の先行に注目していたの

で、牟呂八幡宮の史料こそ「ええじゃないかjの

発端を示すものと考え、務辺氏の了解を得て『ええ

じゃないか始まる』（1987年）を書いた。

人文科学とコンビュータ

1995年静岡大学の情報学部創立にわたしは参

加したが、その折り工学部から参加された中谷広

正、伊東幸宏、小西連裕、赤石美奈、阿部圭ーの

諸氏らに誘われて、1995年度に始まる文部省科学

研究費車保領域「人文科学とコンビュータJに参

加した。幸い1998年度まで4年間にわたり共同

研究をつづけることができたが、わたしにとって

は工科系の方々との共同研究は初めてで、あり、カ

ルチャー・ショックも経験しつつ、多くのことを

学び、実に楽しい思い出となった。



文化資源情報における TopicMapの応用と評価

「源氏物語」画像DBを使ったモデ、ル作成の試みー

Application and Evaluation of the Topic Map for 

出eCultural Resource Data 

---Experiment おr血eGraphic Database of the Tale of Genii---

長瀬真理

Mari NAGASE 

静岡大学情報学部、浜松市

Shizuoka Universi思Ham創natsu432・8011

あらまし： 本研究の目的は、現在、文書館・博物館・図

書館・研究機関・大学・企業などで構築されている様々 な

文化資源情報を、情報の構築サイドではなく、個別の利用

者の視点、を反映して効果的に利用・評価するための新しし、

機構を調査・研究することにある。具1柏切こは、ISOの標準

として採用された TopicMap(ISO-IEC13250：抑制を小規

f実ぷアータへ－A~」メすし仁芙験回Iソt」1園用乞開賠し、 -;g,_(A

実験規模を拡大することによって、TopicMapの効果が期

待されてしもXML型大規模データベースへの適用可能

性を検証する。今回は小規模データとして、既に筆者が蓄

積した「源兵物語」日英仏ハイパーテキストデ‘ータの中から、

227枚の函像データを使用する。画像データは、いくつか

の主題に大男ljすることが出来るため、トピックの地図作りの

インデ、ックス付加が容易であり、今後ユーザーがこの画像

を使うためのモデ、ルを提供することが可能であろう。ただし、

本研究は始まったばかりであり、具F柚勿な成果にまでには

至っていない。本論文では研究方法の見通し、及びサン

プルのDTD作成までを角宥免し、読者の社時リや助言を仰ぎ

たい。将摘。には、TopicMapを本知コ目的であるブ胡模

なデータにも適用し、その有安対全や問題点も検討するつも

りである。更に、それらの成果をデータベース構築にフィ

ード、パックし、検討された理論が、これまで蓄積されてきた

多様な文化資源情報のマネジメントや認可面作業に対して有

効であることが証明され、これまで、以上にユーザーに使い

やすい新たなデータ構築をサポートすることが出来ればと

願っている。

Summary: 百1ep国poseof白区間出'Chis to investiga舵

effi伐tivemeth吋sto use加-gescale ゐtacompiled in various 

archives, museums and hbraries, not昔。mdevelo界的sidesbut 

from the s回 dpointof凶 ers. For one example of med凶 s,I 

would like to d剖叩出世紀TopicMap(ISO-IEC13250:2000) 

r噸蜘吋郎副Iyぉ a細血せ ofthe ISO and do some 

mぬrchesoni包possib出tyand I飴validityfor加-ge必tain the 

λML toπnat. !"or tne cぉe坑lid弘lwould apply tills口le甘10c1め

my m叫凶mgualand multi-media必taof the Tale of Genji 

develo同 m世ielぉtteny聞 3副 wouldlike toα-eate an叫 el

for various凶 ages. FUI廿1町， ifit is posSJble, I will feed back 

the Iお叫tsto production sid岱 bpromote effective u鈍geof 

largesαleぬ包

キーワード：トピック・マップ、ユーザ人一主体、品位、

「源兵物語」

Keywor喧I:Topic Map，明-orien阪~）（］＼，任， TaleofG町1

1屑命

伝統的な紙の本には、必ずインデ、ツクスがついていた。

しかし、電子化されたドキュメントには、利用者側の

情報利用に便宜を与えるこの種の菌白書、がなされていな

いし、またインデ‘ックスを記述するノトー／レも規約も存

在していない。確かに現在の高速な検索ソフトウエア

（検索エンジン）を使えば、大量の電子文書から自動

的に、いわゆる指定された文字列を含むコンテンツ

を、”正確’にアルファベット順に取り出すことは可能

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 3 
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である。あるいは検索を目的として、 yahoo！などを使

って、ある特定の項目について膨大な数に及ぶ検索結

果集合を導くこともできるであろう。しかし、取り出

されたインデ、ツクスも検索結果も実際に使うとなると、

あまりにも大量であり、無意味な文字列の連鎖にすぎ

ず、かえって我々を途方にくれさせるだけである。

今日、我々は「知や知識の蓄積と共有」を目指して

様々なドキュメントをコンビュータに入力・蓄積して

いるが、それらはいずれも、制作者側の視点から編成

されるデータベースであり、個別の利用者からみれば、

宝の山ではなく、ゴミの山である。いみじくももpieMap 

の提案者の一人であるSteveP句阿が「インデ、ツクスの

ない本は、地図（Map）のない国のようだ」と言ってい

るように、 「インデ、ツクスのない電子ド‘キュメント」は、

何ら我々の知識構築には役立たない。こうした状況を

ユーザーサイドから解決すベく提起されたのが ISO

(ISO・IEC13250）の標準として採用されたもpieMapな

のである。

2 TopicMapの基本概念

「卜ヒ。ック地図 Topic MapJとは、膨大な情報資源と

↑静思操作の聞に「橋jをかけようとする試みである。

それは、抽象的なデータ同士の意味をつなぎ、新た

な知識を構築し、更にそれを新しい情報資源の地図と

して描き出す手法なのである。

Topic Mapのモテ、／レlまD卜ヒ。ック、②トヒ。ツクのデー

夕、及ひ⑤トピックの連玉沢as蹴 I泊 on）の三要素から構成

される。

具体的な解説の為に、例として、BLeGrandとM.Soto

の実験を紹介する。

先ず Topicを定義しておこうo Topicとは、電子ドキ

ュメントにおける検索項目、あるいはデータ項目で（本

や印刷物のインデ‘ックスに相当する）意胤車関の役割

を担った儒日である。

たとえば、会議を開催するための資料情報を考え、

そのインデックスを作ってみよう。そして「この会議

がヨーロッパのパリで開かれる泊仏会議であるJと想

定してみよう。

すると、個々の”役害iJ(role）” を担った言葉、即ち、

論文、ビデオ、表、会議案内、等々で構成されたイン

テマックスが出来あがる。この場合、 個々の言語（イン

デックス）を、更にメタレベルで、異なった” タイプ

(type）” のトヒ。ツク、 例えば、 会議、 都市、国名等など

分けるならば、我々は、これらの個々のインデ、ツクス

を結合して新しい情報を作ることができる。例えば

IXMLヨーロツノ治議がパリで、開催される（凶＜eplace）。

パリはフランスに宿主する。Cisin）」等々 である。即ち、

異なったタイプのインデックス同士をメタレベノレの意

味機能で結びつけることによって、二つの結合、「開催

される」と 「に相主する」を作り出すことができるの

である。

このように、 TopicMapは資宇中情報のメタレベルに作

成される地図で、 トヒ。ックと↑静員ソースの二つの領域

を分離させ、更にそれらのトヒ。ックとトヒ。ックの結合

を、基盤となった情報の資料（データが生じるレベル）

を超えたところに、新しい意胤車聞のネットワークを

構築する婦舗1踏の新しし、方法なのである。

同時にJ’地図”とし、う言葉が連想するように、”移

動可能な意味ネットワーク”の可視｛t,( visualization牒能

も兼ね備える。そこで、次に可視化機能の側面を紹介

してみよう。

3.可視仕蛍術としてのTopicMap 

大規模な情報を可視化するために、 LeGrandと Soto

は開発されたMAGEソフトを利用した。 このツールは、

もともとは情報に色づけや、 三次元表示、動画などの

手法を付加して、↑静Rを可視化するために開発された。

これをTopicMapの可視化に利用する。 TopicMapは

大量のトヒ。ックの結合を可能にするが、そのすべてを

表示することは困難なため、まずは、関連する情報を

選択しなければならなし、。すなわち、 関連情報の選択

には選別技術が不可欠となる。この選別技術は、氾1L

の属性である、「名前」と「タイプ」によって情報を選

別することによって実現される。現在、ネットワーク

上に広く用いられている H刊住が、 f静Rの表現体裁の

制卸に限定してしものに比較し、品位 は、 構造などの

タグ情報も提供することから、ネットワーク上での情

報共有の新しい機能として注目されつつある。結果出

力は次ページを参照ill¥品、たい。上段が意味レベルと基

本概念、下段が、選択されたインデックスの連合例の

可視化である。

将来は、ユーザーの目的に応じた柄冨命的な秩序に適

合するものへと選択技術が改良されることが期待され

てしも。相主論的知識とは、各分野の基本語からなる

語棄で表記される知識を指す。一般に、そこでの概念

表記や、当然のことながら、自然言語の言己主を基礎付

けるものであり、これは、適切な KIF（知識交換形式

knowledge Interchange Fonnat）を指示したものでなけ
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Topic Mapの意味レベル Topic Mapの基本概念

Topic Mapの連合の可視化
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ればならない。語索時万しし、概念の挿入がオープン（追

記的に可能）である砕書購造と概念構造を持った形で蓄

積されるようになろう。

こうして、これらの可視化働貯やXML等の基盤倒す

をもとに、ユーザーは、自己のの関心に従った地図σopic

Map）を作成する。今後、 トヒ。ツクと結合は政？齢世図、

経済地図、あるいは文化地図という風に拡大されると

推測される。

そこで、もう一つ、 Steve P叩阿が「オペラの本」

電子ドキュメントを樹オiこ行った研究を紹介しよう。

彼は、 TopicMapの描隼の代表者であり、ヨーロッパ

を根脚似こ活躍している。ヨーロッパは、現在TopicMap 

の普及に非常に熱心である。その理由は、もちろん、

当地でも大量データの効率的利用が大きな関心事であ

るからに他ならなし。しかしT叩icMapの按汰の裏には、

アメリカに遅れをとったヨーロッパの威信のようなも

のがある。現在、ヨーロッパは、人権払噂やデ、ジタル・

デパイド（情報格差）に非常に過敏になっている。多

くの情報を発信するばかりでなく、受け手が、より適

切に、より公平に情報にアクセスすることへの関心が

高いのである。また、「知識はカなりj という伝統もあ

り、情報を、有効な知識の構築に利用しなければ意味

がない、 t-し、ろ某本的能！奪会持つa ネ三で一人一人

の個人の立場から、大量データをどのように利用し、

その知的活動を支援すべきかとし、う問題に関心が高ま

り、その答えの一つがT叩icMapなのである。

本題の Pφ戸rの研究に戻ると、寸安に、オペラの本

であれば、どんなものであれ、原則的に、作曲家、作

品、劇場など、オペラに関連する”トヒ。ツク”を含ん

でいるはずである。

図1 トピック

トスカ
〈二〉

〈二ご〉 口』マ

〈ご〉 フ引チーニ

ζ二〉イ担リー

ζ〉

蝶々夫人

ζ〉
フランス

図1は、様々なトヒ。ツクが、竜子ド、キュメントの中で

並列的に栴主する状況を図示したものである。本の裏

のアルファベット順のインデ、ックス同様、このレベル

ではこれらトヒ。ツクの役割（role）に差はなく、個々の単

語の羅舛伏態と同じである。

このままでは、個々の語が、同等にテキス卜に埋没

する、いわばブレーン・テキストと同じ状況であり、効

果的な意味構築はできなし、。

そこで、、実際の印刷物のインデ、ツクス作りでも、言

葉の差異化の必要から様々な工夫がなされる。例えば、

個々の言葉が特別な意味を持つことを示すブとめに、タ

イプの違う文字列を作り、それを手がかりに、読者が

目的の個所を見つけやすくするようにしている。例え

ばえば、人名だけはイタリック表記の文字にするとか、

キーワード、はボールド・タイプにするといった具合で、

ある。あるいはジャンル分けをして、曲名だけをリス

トアップすることもあるだろう。

図2 トピッロ・担イフ

ローマ

く〉
トスカ

口
〈イ51＇）ア

図2は、個々のトピックが、意味レベルで、異なった

タイプのトヒ。ックで・あることを図示したものである。

こうすることによって、ユーザーは、個々のトピッ

クの属性を区別することができるようになる。そうす

ることによって、作曲家と作品のようにトヒ。ツク同土

の結合を行い、有意味な知識の矯築を行うこと容易に

なる。

また、マルチ・インデックス、例えば、名前ごとの、

場所ごとの、主臨ljのインテeックスも作成される。

更に、 トヒ。ツクのタイプは、作品名としての「トス

カJと、人物名の「トスカJも区別できるものにする。

あるいは、文中に出現する数字で表記されたデータに

ついては、その数字が、ページ数なのか、脚注の番号

を意味しているかなどの区別も可能になる。

トヒ。ック的なインデ、ツクスとして、ここでも重要な

のは、①トヒ。ック（名前など一度以上出現する）、②ト



ヒ。ック同士の連合、③個々 のデータである。

図3トピ？クの連合

トピッヲ担イフ 出現個所 連絡

ム国 図 存在

亡ゴ市 鎗文 開催

く〉 人名 ビデオ

口 曲名 2古文集

具体的に、先のデータのTopicと連合を行い、データ

とトヒ。ツクの聞に効果的な橋を架けてみよう。

＊トスカはプッチーニにより作曲された。

＊トスカはローマで演じられた

＊プッチーニl土／レッカで、生まれた

＊ノレッカはイタリーにある

＊プッチーニはグエノレディロ影響を受けた。

としりた連合が作り出される。

このようなトヒ。ツクの結びつきによって表現される

Topic Mapは、情報資源に結びついた利用者の視点にた

った情報資産の再表現を可能する。すなわち、ここに

挙げた情報はそれぞれ、ユーザーが作りだした新しい

情報なのである。

更に、情報資源と TopicMapが互いに独立しているこ

とが重要とされる。これらが独立していることによっ

て、この地図は他のユーザーにも適用されるし、また

別の情報資源にも援用可能となる。

このような考え方は、ユーザーサイドの利用を前提

した品位の構想にも共通するものであり、現在、部任

とTopicMapの融合実験が精力的に行われている。

次に、ここで筆者の行ったデータベース構築を紹介

し、 TopicMapへの応用の可能性について考察を進めた

し、。

4.「源兵物語」データベース

ゆ96年から98まで、フランスのシャルル・ド・ゴー

ノレ＝リール第三大学およびフランス科学技術庁、 The

Japanf，制対ationなどの協力で、フランス語版の画像デー

タベースの開発に従事しむ

画像（227枚）は、 1650年、江戸H制適ーの蒔樹市、

山本春正の描いた木版画を採用した。実際は、貴重本

刊行会出版の「絵本源氏物語jをスキャナーで入力

した。

画像の原本は鶴見大学図書館と東京大学国文学研究

室が所蔵しているが、これらは、大部分紙も傷み、画

像もかすれており、公開される機会も少ない。そのた

め、デ‘ジタルカメラのやスキャナーでの入力は不可能

で、あった。

一方、貴重本干ljf子会で出版された画像は、修正が為さ

れておりスキャナーでの入力にたえるもので、あった。

更に都合の良いことに、個々の画像には三人の

「源兵物語Jの専門家の手による5～6行の角離がつ

いており、そこを読むた、けでストーリー展開を追うこ

とができるようになっている。

4.1 画像のテーマ

227枚の画像のテーマを調べてみると、大体、以下の

6つのカテゴリーに分けることができる。

1)和歌の場面（手紙手習い、絵画を含む） 38枚

2）音楽の合奏 9枚

3）宴会、遊び（狩り、舟遊び、雛人形、囲碁、双

六、舞い） 35枚

4）恋（秘められた恋、覗き） 41枚

5）移動（車馬、船） 16枚

6）その他（自然、語らい、お化け、死、祈り、

新子、宗駒子事、出産、見舞い、散歩、山歩き、

夢、教育）

上記の分類の内 1）和歌、 2）演奏、 3）宴会、 4)

恋の場面みを合計すると、 123枚で、全体の54.4%を占

める。しかしながら、複数のカテゴリーに属する画像

も多く、必ずしもこの通りの数にはならなし、。

カテゴリーのハイライト・シーンを、いくつか紹介す

る。

A) 音楽犠南京p占番号と画働重し番号）

音楽がカテゴリーのーっとして選ばれたのは、数の

多さによるが、それ以上に、平安文化に占める音楽の

儲リが非常に大きし、からに他ならなし、

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 7 
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上記の場面は、有名な「雨夜の品定め」で知られて

いる第2帖の一場面で、左馬頭が愛人の家を訪ねた折り、

庭先で笛を吹きその到着を知らせると、中から相手が

それに琴の伴奏で答える場面である。 ο－8)

楽器が使われるシーンも多様で、宴会やコンサー ト

の場面はもちろん、逢し汚｜き、心の慰め、また踊りの

伴奏にも主要な役割を担う。

和琴、唐琴、笛、太鼓、琵琶、室、太鼓など様々な

楽器が登場する。

B）恋

当然のことながら恋の場面は、覗きの場面も入れる

と41枚もあり、どれを選ぶか選択に困る。これは4帖か

ら取られた画像で（4-18）、光源兵と年上の愛人である

六条御息所と霧深い朝の別れのシーンで、女主人は、

寝所から1宮1ぼったい自で源兵を見やっている。

源兵は見送りに出た女房の中将があまりに美しいの

で、御息所に隠れて、廊下の端の高覧に中将を座らせ、

寸官院を1苦しんで戯れる。同時に、彼は庭に少女をおろ

し、愛人へのプレゼント用に美しく咲き誇る萩や朝顔

を摘ませる。

浮気っぽし、源止の有様を見事に伝える 1枚であろう。

Q宴会

これは右大臣家での藤の花の宴（32-124）の場面であ

る。紅葉や、桜の花見、梅の花見以外に、藤の花見の

場面が2回にわたって描かれている。藤の花の色の濃

いものは紫色で、蒔絵師は紫式部にふさわしい色と思

ったので、あろうiJ',,

＆ 

‘－ 



D） 遊

これは、型単と軒端の荻が囲碁に興じる場面。，14）で

ある。全体で囲碁の場面は3回登場する。 2回は遊ん

でいいるところ、もう一つは紫の上が碁盤の上に立っ

て、源氏に髪を切りそろえてもらう場面である。物語

全体では、囲碁を打つ場面は沢山あり、姫君達が、自

慢の木を賭けて勝負をするエピソードなど様々である。

囲碁以外に、狩り、舟遊び、雛人形、双六、舞いな

ど遊びの場面は35枚もありカテゴリー第2位を占める。

このように、画像は、テキス卜だけでは分かりにく

い平安時代の生活について、貴重な場面を描き出し、

様々な情報を提供する。面白いのは、上記の囲碁の場

面も含め、音楽の演奏の場面や、恋の場面で、他人か

ら覗かれている画像が多いことである。こうした版画

から、プライバシーが無い世界の有り様が容易に読者

に明らかになる。っし叱て、妻戸、格子、扉風、凡J帳、

御簾などの仕切りで因われた世界は、当時の建築や生

活様式の理解にも大きな助けとなる。

ところで、こうしたカテゴリ一分けは、翻って見れ

ば、実は個人的なものに過ぎない。多数の人々が同意

する解釈もあるだろうが、山本春正の画像データを目

にしたユーザーはもっと多様な関心を抱くであろうし、

新たな発見をすることであろう。だとすれば、データ

の製作者や提供者は、そうしたユーザーサイド‘にたっ

て、ユーザーがデータを個人化（パーソナライス）出

来るように、データを再構築することが必要となる。

製作者が出来あがったデータをただ提供するだけで

はなく、より多くの人々に使いやすいデータベースと

して電子ドキュメントを開放することが求められる。

その方法の一つが、今回提起したTopicMap への応用

なのである。

4.2 画像のテーマからトヒ。ツクへ

画像データをTopicMapの手法で角勃庁できるようにす

るための以下のような作業が必要となろう。

1）画像データを分類し、 トヒ。ックと聞事責目

を洗い出す。

2) TopicMapを氾'1L形式で作成する。

3）個々のデータへのリンクを張る。

4) Topic Map Navi伊町等のソフトを開発する。

1）の作業については、筆者がテーマ別にカテゴリ一

分けした以上に、ニュートラルに行わなければならな

い。即ち柄百命的な意味空間を構築できるようなトピ

ックの設計を行うことが必要となる。今回は場所（家、

部屋、庭等々）、人物げ瀬氏、紫の上、六剣卸息女等々）

行為（ここでカテゴリーを生かし、遊ぶ、恋をする、

笛や琴などの楽器を演奏する、花見をする、等々を設

定）を選択肢とする。

2）の作業で、 トピックの定義や結合方式をXML形式

で、コーデインク守する。

3）の作業で、 トピックの連合先、いわゆる画像への

リンクをはる。ここで有意味な知識の結合が具体化さ

れる。

例えば、

＊左馬頭が笛を吹く。2-8図の表示

＊光源」乏が六条御息女と恋をする。 4-18図

の表示

＊右大臣が花見をする。 32-124図の表示

＊空蝉が囲碁をする。 3-14図の表示

4）のソフト開発に関しては困難が予想されていた。

しかし、2α治年11月17臼にOntopiaTopic Map Navi伊加

が公開され，フリーソフトとしてダウロードできるとい

う最新アナウンスが出たことから状況は好転している。

このナビゲータを使用するのならば、プログラミン

グの必要はない。しかしながら、このソフ トを利用す

るためには、白1匂pia の定義に添った XML

DIDρocwnent Type De缶百tion）の利用が条件となる。作

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 9 
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成されたTopicMapが有効なものであれば、ナピゲータ

のブラウジングで求める結果を表示できるのである。

ただ、残念ながら本論文には間に合わないため、最終

的なチェックはできなかった。いづれにしても、 T叩ic

Mapのソフトがフリーで入手できることから、今後、

この手法の他分野への適用実験が一層進むと予想され

る。

4.3 DIDサンフ。ル

ここで、実験的なものであるが、 XML Topic Mapの

DIDのサンプルの大枠を作成してみた。

泊征TopicMap DID （詞藻）

〈？沿叫V悶 on="l.O"encoding=”Shift_JIS『わ

く！ElE恥位到Ttopiαnap

(topic同蹴Im時間iap)>

く！ElEMENT topic 

（め伊ame I occurs)> 

く！｝汀lLISTtopic

place CD.A:臥 探EQUIRED

戸rson CDA:IA 椋 EQUIRED>

く！ELEMENTα工四百 EMPlY> 

く！ATI工！SToccurs 

instar略 的f 制コDATA 相 1PLIED>

<!ElE恥1ENTasoc EMPlY 

く！ATlLISTasαJC

id ID #IMPLIED 

xLink 押 CDA1l屯抽眉＞LJED>

現在のところ、 トヒ。ツクの指定をどのように行うか

は検討中である。また画像データを町TllY指定にし

て外部ファイノレとする予定で、あるが、その場合の D を

どのように記述するカも未定である。

前出の白1topiaNavi伊幻r用のDIDへの依Eも含め今

後の課題としたし九

5. 将来の展望

ネットワークの進展がもたらした大きな変化の潮流

の一つに、先にも触れたが、パーソナライゼーション

（個人化）が挙げられる。パーソナライゼーションへ

の傾斜は、例えば臼1etoα1eマーケティングであり、白1

Demand Publishingの出現など随所に見いだすことがで

きる。

一方、僻目指貯の進展とともに、ネットワークを

した情報共有の検討が盛んであり、従来の図書館の機

構を発展させた 「電子図書館Jや 「電子博物館Jなど

も実現されつつある。

しかし、上記のパーソナライゼーションの桝且みは、

むしろ情報資源そのものを管理対象とするこれらの機

構にこそ先んじて適用されるべきと言えよう。すなわ

ち、個々のユーザーのf見京に対応した↑静財劃共で、あり、

情報利用者の視点に立ってパーソナライズされた情報

の構築が情報の有w刷用の鍵を握る。

今後は単にデータの管理者視点からの統制に従った

情報蓄積に加えて、個々の利用者の視点、に立った電子

化ドキュメントの”地図”作りが重要となろう。言い

替えれば、 T叩icMapに代表される情報資源の組制じの

研究を通して、情報資源のメタレベノレで、の再構築・再

編成が目指されねばならな川

そのためには、、個別分野ごとに、 トヒ。ツクの存在領

域に根ざした「トヒ。ツク地図テンプレート TopicMap 

T四ipl批」を構築し、あわせてその有効性を評価する必

要がある。テンプレートの構築には、情報知識、情報

工学、知能情報学の研究者の協力を仰ぐ必要がある。

また、個別科学を構造的・総合的に構築できる分野ご

との専門化の協力も必要となろうし、ユーザーの利用

形態についての寿国債斉究も忘れではならなし、

今後、 TopicMapの研究を通して、↑静R資源、のメタレ

ベルでの再構築の方途を探り、将来的には、各分野の

トヒ。ツクを標準化させ、意味ネットワークとして利用

者に流通させることが期待される。本研究は、そのた

めの小さな第一歩である。

7. 誘括字

本論文の執筆にあたっては、（株）シナジーイン・インキュ

ベートの菊田昌弘氏と内藤求氏に様々な助言を頂戴した。

紙面制昔り感謝の念を表したし、
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文字冗長度による日本文学分析

Analysis of Japanese literature by redundancy 
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あらまし・コンビュータの発達により、統計処理に

基づく計量分析の道が文学作品に対して切り聞か

れた。そこでは、品詞の出現確率や、異なり語の情

報を用いて、わが国の代表的な古典文学、 f源氏物

語」と「手枕」、「雲隠れ六帖J、「山路の霧」等の文

体比較が検討されている。更に「源氏物語」における

助詞や助動詞の種類とそれらの出現確率が統計数

理的に解析され、文学作品に対して計量分析研究分

野が確立しようとしている。

本論文では文学作品に対し、情報理論の基本的な

概念、エントロピーあるいは冗長度による分析を試

みる。これらエントロピーあるいは冗長度等の経年

変化や作家による比較等を議論し、これらが文学作

品分析の上で興味深い指標となる可能性を指摘す

る。

Summary: The study of the quantitative analysis 

of Japanese literature by using the appearance 

probabilities of the verbs and the auxiliary 

verbs has been established. In this paper, we 

point out that the entropy and the redundancy are 

the interesting indices of the literature rn 

order to study the secular changes of the 

Japanese used in the 1 i terature and compare the 

literature works written by the different 

writers. 

キーワード・エントロピ一、冗長度、日本文学、計

量分析、源氏物語

Keywords: entropy, redundancy, quantitative 

analysis, Japanese literature, Genji Monogatan 

1 はじめに

シャノン lによるエントロビー、相対エントロ ビ

ー、冗長度等の概念の認識以来、人間の情報伝達手

段として用いられる自然言語のエン トロ ピー（自然

言語一文字が持つ平均情報量）を評価する試みが多

くの研究者によりなされてきている。自然言語を以

下の観点、から分析することは、自然科学の観点から

も、人文科学の観点からも興味あることである。

1 種々の文化圏で独自に発達した自然言語の一文

字が持つ情報量や冗長度の比較

2 種々の作家により書かれた文学作品中の一文字

が持つ情報量や冗長度の比較

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 11 



3 自然言語の一文字が持つ情報量や元長度の経年

変化

自然言語は典型的な記憶情報源である。この性質

を考慮、して、上記の観点を議論するには、一定長の

文字列の情報量や冗長度から一文字のそれらを求

めなければならない。具体的には、 N続きの文字列

の平均情報量と（N-1）続きの文字列の平均情報量を

計算し、始めの量から、後の量を引くことにより、

一文字当たりの平均情報量（エントロピー）を求め

ることになる。そして、この作業を種々のNについ

て実行し、慎重に結論を下さなければならない。

このようにして、自然言語における一文字当たり

の平均情報量を評価しようとすれば、膨大な量のデ

ータが必要となる。特に日本語で使用される文字の

ように、その種類が多いい自然言語では、量的に定

まっている過去の文学作品や、 一人の作家の文学作

品から信頼できる一文字当たりの平均情報量（エン

トロビー）を求めることは容易ではない。

日本語事象系に対して英語事象系では、もしも大

文字と小文字を区別しなければ、文字種は 26で足

りる。この理由のために、英語一文字の持つ情報量

や元長度を求めるには日本語ほど、大量のデータを

必要としない。

例えば、 Brown達 2は 1.75bitsを英語一文字の

もつ情報量の上限として 1992年に発表している。

Brown達の計算方法を採用して、 Han達 3は韓国

語について同様の分析をおこない、6.0lbitsを韓国

語一文字のもつ情報量の上限として 1996年に発表

している。これらの値から、その自然言語データを

圧縮する際の理論的限界が導かれる。

情報科学の立場では、一文字のもつ情報量は非常

に興味深い量であるが、人文科学の立場では、これ

らの値が単独に扱かわれるだけでは全く無意味で

あり、現在に至るまで、情報理論に基づく文学の分

析は、注目されることはなかった。

しかしながら、日本の古典文学に対して、助詞や

助動詞の種類とそれらの出現確率が統計数理的に

12 

解析され、計量分析研究分野が確立しようとしてい

る現在、情報理論に基づく指標を用いて日本文学の

分析を試みることは興味深く思われる。

2 文字エントロピーと言語エントロビー

本論文では無記憶情報源の極限として日本語事

象系を考察する。日本語に限らず自然言語は典型的

な記憶情報源（マルコフ過程）である。従って無記

憶情報源の極限で得られるエントロビーは言語の

正しいエントロピーとは言えない。そのためここで

はそれを文字エントロビーと呼び、言語エントロピ

ーと区別する。そして文字エントロピーから導かれ

る相対エントロビー、あるいは元長度の経年変化や

作家による比較等を議論する。

文字エントロピーの定義式は以下の通りであり、

以下で述べるように言語エントロピーの第一次近

似とみなせる。

H。＝－IP;Iogp, 

ト

、‘1
ノ‘．EA 

／

1
1
 

ここでP; は 1番目の事象の発生確率を示す。

対数の底は2を採用した場合、bit単位の値になる。

情報理論的には「文字エントロピーは自然言語エン

トロビーの十分安全な上限値である」ことを主張で

きる。著者達はその上更に文字エントロビーから導

かれる相対エン トロピ一、あるいは冗長度が人文科

学における新しい現実的な計量指標となる可能性

を期待している。著者達は本論文でこのことを実際

に分析し確認したい。

コンヒ。ュータの発達により、統計数理の立場から

文学作品の計量分析の道が切り聞かれた。 5そこで

は、品詞の出現確率や、異なり語の情報を用いて、

わが国の代表的な古典文学、「源氏物語」と「手枕」

「雲隠六帖」 「山路の露」の文体の比較が検討され

ている。さらに、「源氏物語」における助詞や助動

詞の種類とその出現確率が統計数理的に解析され、

「源氏物語」のような文学作品の計量分析研究分野

が確立しようとしている。計量分析では統計学に基



ここで、 nは事象の数を意味し、 lognはこの事象

系の最大エン トロビーである。この量Rは現実の文

字エントロピーの事象系が本来持つことができる

最大文字エントロビーに対する割合である。情報科

学の観点からは、この量が経年によりどのように変

化するか、興味あるところである。

情報理論的に全く無駄のない事象系では、相対エ

上記（4）式は、一文字の平均情報量は、 N続き ントロピーRは lである。無駄が多ければRは0に

づいて注目している品調の出現頻度等の比較・分

析・検定をしている。しかしながら、注目する統計

量の取捨選択は、多分に主観的になることは避けら

れない。

文字エントロピーは情報理論において、明確に定

義された平均情報量と密接に関係している統計量

である。文字エントロピーは文字の意味は問わない

で、単純に文字の出現確率にだけ注目し、文字の情

報量の平均値として抽出される客観的な量である。

文字エントロビーや、それから導かれる相対エント

ロビーあるいは冗長度等の量は、現実的な客観的な

データ量であり冒頭に述べた三つの観点、の分析を

可能にする。このため、これまで進められてきた文

学作品に対する計量分析研究の相補的な側面を持

つものであると考えられる。

次に言語のエントロピーについて解説する。言語

のエントロビーを計算する方法はシャノンにより

以下のように定式化された。先ず Ngramエントロ

ピーを以下のように定義する。

九＝-LP(b;,J)logpb; (J) 
I,) 

ここでb，はN-1続きの文字列を意味する。 jは

biに続く任意の文字である。 p(b;,J）は、 N続き

の文字F巾，，J）の出現確率を表わす。Pb；（；い
b，文字列の次に文字jが出現する条件付確率で

ある。条件付確率には以下の（3）式が成立する。

p(b;,J) ｛、
Ph (i) ＝一一一一 （） 

b, p(b;) ¥ I 

(2）式は（3）式の性質を使えば、以下のように表

される。

FN = -LP(b;,J)logpb, (J) 

＋玄p(b;)logp(b,) (4) 

平均情報量を引いたもので定義されることを示し

ている。

小さいNに対しては、この方法で一文字の持つ平

均情報量の計算は可能であるが、大きいNに対して

は、特に日本語のように文字種が多いい言語ではこ

れを評価するには膨大なデータを必要とし、現実的

ではない。

本論文で著者達が提案している文字エントロピ

ーは一般式（2）の N=lに相当するものであり、自

然言語のエントロピーとは言えないが、これと密接

に関係した客観的な計量分析に利用できる量であ

り、著者逮はこの論文で「文字エントロビー」と呼

ぶことにする。

(2) 

3 相対エントロピーと冗長度

事象系の事象数が増加すれば、文字エントロビー

は増加し、事象に変化がない同じ事象系を長年にわ

たり使い続ければ、文字エントロビーは経年により

減少することは十分予想ができる。事象系の事象数

は、経年により変化する可能性があるし、同じ時代

の文学作品であっても、その中で使われる文字種は

必ずしも同じではない。従って、文字エントロビー

を指標とするよりも、以下で定義される相対エント

ロピーあるいは冗長度の方が指標として適してい

るとも考えられる。

-LP; logp, 

R= 、．．
 ，ノ戸、J

／
’

t
‘、logn 

の文字列の平均情報量から、（N一1）続きの文字列の 近づく。そこで、冗長度として以下を定義する。
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η＝1-R (6) 長の「点、と線」、三島由起夫の 「金閣寺」等を選ん

この冗長度は、無駄が多ければ lに、無駄が少な で、統計的な分析が可能なようにテキストファイル

ければ0に近づく量である。本論文で、は文字エント によるデータベースを静岡県立大学経営情報学

ロビー、相対エントロビーあるいは冗長度を指標と 部・情報科学研究室で構築した。これに用いた本文

して約 1000年昔の文学作品、「源氏物語Jと近 ・現 は、 CD-ROM版の「新潮文庫の 100冊」である。現

代文学作品の分析を試みる。 在はインターネット上で入手できる文学作品のデ

ータベース化作業を進めている。

4 データベース

冒頭に述べた 3つの観点、を議論するための研究 5 情報理論に基づく日本文学分析

対象は、できるだけ古い時代から最近迄の文学作品 表 1に近・現代文学作品に対する文字エントロピ

が望ましい。そこで研究の手始めとして、著者逮は 一、 冗長度等データを示す。

古い文学作品の代表として、紫式部が書いたとされ 表 l 近・現代作品の文字エントロビーと冗長度

る「源氏物語J、そして近・現代文学作品の代表とし 作品名 H。 η 

こころ 7.33 0.335 

金閣寺 7.60 0.331 
て、芥川龍之介の「羅生門J、川端康成の「雪国j、

夏目激石の「こころ」、松本清長の 「点、と線J、三島 人間失格 7.32 0.321 

雪国 7.27 0.322 

点と線 7.36 0.313 
由起夫の「金閣寺J等を選んでデータベースを構築

した。本論文に対する評価が得られれば、更に、途

中の年代の文学作品をデータベース化し、本研究を
文字エントロビーでは、例えば三島由起夫の金閣

発展させたいと考えているが、研究の緒についた現
寺のように突出した値も存在するが、冗長度（相対

段階では、最古の作品と現代の作品の比較・分析に
エントロピー）で比較すると、はほぼ他の作品と同

留めた。
じ値になることは興味深い。

「源氏物語」に出現する文字種や文字数を統計的
表 2には、源氏物語における各帖毎の同様の量を

に分析するため、「源氏物語」54巻すべてをパソコ
示す。図 l、2は、 これらのデータを図に表したも

ンで統計分析が可能なようにテキス トファイルと
ので、これから分かるように、文字エントロピーの

してデータベース化し、これを用いて本論文では分
推移は殆ど無秩序であり、所々に出現する極端な文

析をしている。データベースの作成は、静岡県立大
字エントロビーの値は気になる所であるが、源氏物

学経営情報学部・情報科学研究室が独自に行った。
語の各帖の文字数が文字エントロビーの計算には

データベースの作成に用いた本文は、池田亀鑑編著
不十分なために生じたものと考えられる。この図か

「源氏物語大成J（中央公論社） である。 これの分
ら、源氏物語の文字エントロビーは大体 5.5から

析に際しては、村上 ・今西による「源氏物語の助動
5. 8ビットという非常に狭い範囲に収まることが分

詞の計量分析J6でなされたように 54巻を 4つのグ
かる。上記各帖の文字エントロビー、冗長度を独立

ノレープに分けて検討しなかった。データベースには
量とし、籍髭図で示したのが、図 3、4である。そ

空白データがたくさん存在するが、本研究では改行
の右に、近・現代文学作品の代表作 （こころ、金閣

データはカウントし、段落が終わり新しい段落が始
寺、人間失格、雪国、点、と線）によるデータも示し

まるまでの空白はカウントしないことにした。
た。源氏物語と近・現代文学作品の間には約 1000年

近・現代文学作品として、芥川龍之介の「羅生門」、
の経年があり、図から明らかなように、文字エント

川端康成の「雪国」、夏目激石の「こころ」、松本清
ロビーはこの問、約 1.3倍程度増加している。
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「源氏物語Jにおける文字エントロピーと元長度一覧

帖番号 帖名 H。 η 

28 野わき 5. 63 0. 179 

29 みゆき 5.62 0. 225 

30 藤はかま 5. 68 0. 194 

31 まきはしら 5. 68 0. 238 

32 梅かえ 5. 71 0.237 

33 藤のうらは 5. 81 0. 254 

34 わかな上 5. 77 0. 297 

35 わかな下 5. 71 0. 275 

36 かしは木 5.60 0. 196 

37 よこ笛 5. 65 0. 193 

38 すすむし 5. 74 0. 220 

39 タきり 5. 63 0. 244 

40 みのり 5. 69 0. 207 

41 まぼろし 5. 77 0. 239 

42 にほふ兵部卿 5. 93 0. 226 

43 こうはし、 5. 79 0. 213 

44 たけ川 5. 79 0. 246 

45 はし姫 5. 66 0.239 

46 しし、かもと 5. 73 0. 246 

47 あけまき 5. 64 0. 251 

48 さわらひ 5. 60 0. 163 

49 やとり木 5. 72 0. 279 

50 あつまや 5. 73 0. 268 

51 うき舟 5. 61 0. 235 

52 かけろふ 5. 62 0. 243 

53 てならひ 5. 78 0. 284 

54 夢のうきはし 5. 56 0. 168 

表 l

帖番号 帖名 H。 η 

きりつほ 5. 78 0. 238 

2 はは木 5. 65 0. 244 

3 うっせみ 5.55 0. 161 

4 タカ斗ま 5. 65 0. 254 

5 わかむらさき 5. 67 0. 236 

6 すえつむ木 5.60 0. 195 

7 もみちの賀 5. 71 0. 242 

8 花のえん 5. 76 0. 189 

9 あふひ 5. 74 0.246 

10 さか木 5. 75 0. 263 

11 花ちるさと 5.45 0. 125 

12 すま 5. 72 0. 260 

13 あかし 5.84 0. 265 

14 みをつくし 5. 72 0.240 

15 よもきふ 5. 60 0. 205 

16 せきや 5. 59 0. 142 

17 えあはせ 5. 71 0. 212 

18 松かせ 5. 63 0. 213 

19 うす雲 5. 69 0. 219 

20 あさかほ 5. 57 0. 181 

21 をとめ 5. 74 0.265 

22 玉かつら 5. 69 0. 257 

23 初音 5. 61 0. 187 

24 こてふ 5. 59 0. 177 

25 ほたる 5. 56 0. 182 

26 とこなっ 5. 56 0. 178 

27 かかり火 5. 61 0. 139 

図l：源氏物語におけるエントロピーの移り変わり

6 

5. 4 

て
な
ら
ひ

う
き
舟

や
と
り
木

あ
け
ま
き

は
し
姫

こ
う
は
い

ま
ほ
ろ
し

タ
き
り

よ
こ
笛

わ
か
な
下

藤
の
う
ら
は

ま
き
は
し
ら

み
ゆ
き

か
か
り
火

ほ
た
る

初
音

を
と
め

う
す
雲

え
あ
は
せ

よ
も
き
ふ

あ
か
し

花
ち
る
さ
と

あ
ふ
ひ

も
み
ち
の
賀

わ
か
む
ら
さ
き

う
っ
せ
み

き
り
つ
ほ

η

d

n
，“
 

r

h

U

F
円

υ

5.9 

5. 8 

5. 7 
〆戸、、

さ5.6 
iご：5
! 5. 5 

(2000) I 15 人文科学とデータベース第 6回公開シンポジウム



図2：源氏物語における元長度の移り変わり
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Eあらまし］

社会の情報技術普及と高度化は急速であり、かつ社会の情報空間は世界規模となってきている。し

かしこれら技術進展に比較し、文化財をはじめ社会的共有資料としての情報資源構築が円滑に進んで

いない。これは社会共有資料管理・運営において情報記録・管理の基本的な問題解決と普及がなされ

てこなかったことに起因する。世界のコンテンツは DubI in Core活動に見られるよう標準化の方向に

動いている。本論はこれらに早急に対処し、かつ社会共有情報資源構築の基盤であるアーカイプズ論

について、分野横断的アーカイプズ論としての可能性とその端緒を探るため、歴史的資料を中心に資

料論の整理を行った。

[Abs t r a c t J 

Despite a rapid growth of the social interest in infor・ationand related technologies, 

Japan falls far behind countries in constructing the social infor・ationinfurastructure 

such as databases. Vast 1ajyority of objects with educational, acade1ic, and/or cultural 

i1portance are left unexplored. 

This study ai ・sto establish a basis for the intersectional Archives Theory of 

infor1ation conveyed in these previously unexplored 1ultidisciplinary objects. We 

de・onstratethe feasibility and characterisitics of syste・atic・odelingof these objects. 

Our approach here is based on the ・odelingof infonation activity as a 

COi・unicationactivity, and objects concerned as the 1edia for this activity, 

revealing the characteristics of interdisciplinary infor・ationactivities. 

thereby 
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1 . はじめに

社会一般の情報化の動向は加速的に急速であ

り、あらゆる社会分野を巻き込んでいる。これ

は世界的傾向であり、多少のことはあれ、国内

のこの傾向は今後も続くであろう。数年前から

すでに社会は情報化の動向にあり、この社会情

報化の基盤整備が論議されていた。この課題と

目標として、

・社会情報技術基盤の形成

．社会情報体制基盤の形成

の二つが必要であるといわれおり、それらを中

心に議論が進められた。しかし、社会情報化の

基盤をなす社会情報資源構築基盤の形成につい

てはあまり触れられておらず、上記二つの基盤

が整備されれば、社会のなかから自動的に生成

されてゆくものと考えられていたのではなかろ

うか。これは、その後各省庁や自治体で遂行さ

れてきたメディアやコンテンツ構築および情報

関係諸研究に関する諸政策や動向の上から推測

できる。しかし、現状にいたり上記の技術基盤

は米国製のインターネットとウインドウズに完

全に席巻されたが、確かに社会に普及した。ま

た、ここ数年、社会論はコミュニケーション論

やメディア論が盛んであったが、現実の社会実

学としての社会情報体制基盤の整備はこれから

問題を探り、どうするかという状況にあるもの

と認識する。

また、情報技術 (IT:Information Technology) 

の社会の速効的な効果的としては、欧米との広

域性の観点から経済・流通分野や経営管理分野

が考えれ、現在、 E-Co11111erce等の問題が論議さ

れている。しかし、 ITが社会に長期的に定着す

るためには経済活動コンテンツのみならず日常

の社会生活や文化、教育、学術、教養等の知的

な社会共有情報資源としてのコンテンツの整備

が不可欠である。上記の社会情報基盤整備政策

決定の上では自動的あるいは小手先で解決する

問題であると考えられたのかもしれない。

社会諸資料の社会共有情報資源としてのデジ

タルコンテンツやデータベース作成の条件とし

てコンビュータ可読資料となっていなければな

らず、前提としての資料情報の整理と管理がな

されていなければならない（デジタル入力容易

18 

性と資料の整理前作業（資料内容記録や索引情

報、資料整理の管理構造等））。社会共有情報

資源の対象となる各種社会分野の資料管理体制

と業務がそのように整えられ、すでに多くの蓄

積が社会的に累積されているとするなら上記の

基盤整備に多少のテコ入れで社会の情報化は円

滑に進捗するであろう。

問題はここにあり、国内において比較的資料

情報整理と管理が業務として定着しているのは

貸借関係が主な業務となっている分野、例えば

図書館、特権（特許）、金融・財産管理関係等

である。しかし、多くの分野では資料そのもが

一過性で棄却対象であったり（主に行政文書関

係）、資料保存が重要な意味を有しているので

、資料そのものの保存に力点がおかれ専門家に

管理が委ねられ、資料情報記録・管理が最小限

にしかなされていなかった分野（主に文化財や

博物館資料等の資料）等、各種存在する。国内

においても、特に文化財や博物館資料の世界で

は、欧米同様に資料一般の情報記録・管理の社

会的設定と一般的方法論の確立についての重要

性は言われていたが、上記のように社会の学術

諸分野単位、あるいは専門領域や専門機関単位

の狭い範囲で遂行されてきており、一般化につ

いては殆ど触れないできており、現状を迎えて

いる。しかし、世界の情報化動向はきわめて加

速的に進展しつつあり、情報技術基盤はインタ

ーネットの世界的広域化と社会諸分野への急速

な進展・普及により、社会共有情報資源やコン

テンツの量が国際的な立場を左右する状況に至

りつつあり、この解決にはどうしても資料の情

報記録・管理の問題抜きには解決に至らないで

あろう。これはまさに IT以前の社会共有情報

資源構築体制基盤整備の基礎である。

本研究は上記視点から一つの分野や領域にと

らわれず、人間・社会・自然等、多様な活動の

実態（情報活動行為）を反映し生産される諸資

料群を対象に、そのアーカイプズとしての情報

・記録管理の視点として、資料情報のアナロジ

ーと差異の分析を通してモデリングし、社会資

料の情報化方法論の基礎を創ることを目的とす

るものである。現実社会で生成・利用される社

会資料群は現実社会において広範に共有知識情

報を得ることが可能であり、何らかの収束の方



向性が得られる（これらも時間とともに歴史的

資料となるが）。しかし、時間性を含む歴史系

資料群は資料そのものが生成・利用された空間

認識から、また時間性により物理的、化学的ダ

メージを受け、多くの社会的情報が壊失されて

いる。この課題を中心に据えて、資料群の分野

横断的アーカイプズ論に関する考察を行うもの

である。

2. 資料群の情報概念整理と情報化過程

社会的資料群はもともと学術、教育、産業等

、社会や自然の諸活動（情報活動行為）で生成

・利用される諸活動の目的であり、過程であり

、結果である。これらの情報化における情報モ

デリングと記述方法論として、資料群そのもの

と生成される背景空間の構造（Structure）と

文脈（Context）の情報認識・記述が要点であ

る。そして技術と人間の諸活動との関わりおい

てはデータが基本的な要素となる。この認識と

要点抽出の基盤的として、情報概念について以

下整理する。

情報概念については従来から、

(a）データ概念と情報概念の区分が明白でな

い理工学系（特に古典的なシステム工学

やコンビュータ科学分野の一部にまだ見

受けられる）。

(b）人間一自然の活動におけるすべての信号

一認識事項。社会学系では人間一自然活

動のすべての森羅万象におけるパターン

の差異を情報として定義している（文献

(4)(6)(23)(24）等］

の二つのアプローテが存在した。しかし、人間

諸活動におけると ITとの整合システムを前提

とした人間一機会系の組織化とそれらの融合的

な創造活動を情報システムシステムとして考え

、また情報システム構築をその立場において考

える場合、上記二つのカテゴライズでは狭小過

ぎる（ (a）の場合）かあまりにも取り留めが

なきすぎる（ ( b）の場合）。この立場から、

文献（9）を参考にし、要約的に示すと、

( c）情報はヒトの自己、外界の物事に対する

意味の感性、認識であり、データはこれ

らを形式的、体系的に記述したもの（二

次的資料群）。

といえるであろう。情報システムとしての仕様

が決定され、あくまでも ITを中心に情報シス

テムの一部分設計を考える場合、いまだ（ a)

のカテゴライズでも機械系の効率的設定として

の観点から有効かもしれない。しかし、 (b) 

のカテゴライズはこれらが設定され、稼働し、

社会と宇宙全体が如何なることかを考える場合

であり、森羅万象の宇宙論ではかえって現実の

情報システム設定や構築においては、問題や方

法論の所在を暖昧にするか見えなくする論理で

あるものと考える。（c）の概念規定について

Fig. 1として示す（実世界における資料群はこ

こでは上記 （c）との対応では一次資料群であ

①知議（Knowledge) ：体系化された情報

（＊社会的認知、社会的インフラの進んだ普及情報〉

t ' ［実世界］ ........ー②情報（Information）：人聞の物事に対する意味感性、認謙

〈＊社会における情報システム、情報処理行為の基本〉

' t ③データ（Data) ：形式化された信号や情報一二次的資料群ー

〈＊自然科学、資料を中心とした諸人文学（考古学等）〉

i t 
④信号 （Signal) ：自然や本能、そして機械レベルで検知可能な、

変化の差異パターン

F i g. 1情報概念の階層性
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E実世界空間］ ［情報化 過 程 ］ E新実世界空間］

① 

（社会的資料群）

（注）・①から⑦への変換系が情報システム化

・②、③、④が基本的データ生成過程

データ実装、

情報システムの

設定と活用

？ 

国＋ーーー－ . 

・⑤、⑥、⑦が機械制御系の設定過程

Fig. 2情報化過程のモヂル

る。しかし、以降、本論では一次資料群は資料

群、二次資料群はデータとして記述する）。ま

た、実世界の情報化過程におけるデータの位置

づけについて、 Fig.2に示す。

3. メディァとしての資料群

3. 1 資料群生成過程とメディアモデル

社会的資料群とは実世界における人間一自然

界諸活動の経過か結果として具体的に生成され

たものである。したがって、それらが生成され

る実世界空間の信号あるいは情報が具体的に記

述されているか、内包されている存在である。

人間一自然界諸活動における一つのまとまった

社会的行為を”事象（Event）”とすると、事

象はそれが生じる実世界空間の意味において事

象として認識され実世界に作用する。また事象

そのものは何らかの人為的か自然的な組織体構

造（プロセスの集合体）が存在し、それらが偶

然か自然あるいは人為的に内部的機能を遂行し

て生成される一つの結果と考えられる。

したがって、資料群個々は事象の結果あるい

は生成過程においてそれぞれ生成されるもので

あり、これらは事象が生成される組織構造体機

20 

能の一過程あるいは結果の生成体であり、実世

界空間と事象のそのものの意味か背景文脈

(Context）の意味を内包あるいは表層に記述

された存在である。つまり、資料群個々にはそ

れが生成された実世界空間と事象の文脈が内包

あるいは表層に記述されており、そして事象が

生成される組織構造体（Frame）の一部に位置

づけられ、その機能の意味が内包あるいは表層

に記述されている存在であると考える。

この事象を生成する組織構造体の単位をプロ

セスとし、これらプロセス群の連続的に生起き

れ、その活動で事象が生成されるものとし、組

織体構造活動の単位が一つあるいは複数プロセ

スの生起と活動であるとし、がその資料群個々

は何らかのプロセスとプロセスが機能するため

の情報の授々として生成され、機能した結果と

捉える事ができょう。これはとりもなおさず、

プロセス開通信のメディァとしてモデル化でき

ょう 。つまり、資料一つ一つは事象を生成する

組織構造体におけるプロセス開通信のメディァ

である。また、実世界は複数の事象の相互作用

によって成立していると見る事ができょう。以

上を図式化すると、 Fig.3のように示せる。



r －喧ーー
I 

I 

実世界空間

複合同（文脈） 合成

文化 要素

E事象Jの構造

〈枠組、構造： Frameor Structure) 

工程k 工程.k+t

社会 ー＋ー... ． 
時代 ． 
自然 ． －…日ー→回プ・・

技術 事象k －ーし』． ． 
etc. 事象n

；→回→＿j : 

資料メディアk ： 
←コミュニケーション単位→’

（文脈、知識、情報： Semantics)

Fig. 3 メディアとしての資料

3. 2 時間性情報と資料メディア

現在時点、の実世界空間は、実は時間が経過

すると”過去の実世界空間”となり、新たな実

世界空間に推移し、新たな事象群と資料メディ

ア群が生成され、時間は止まることがない。そ

して現時点の実世界空間は常に過去の実世界空

間の累積の上に成立している。資料メディア群

も同様である。ただし、ヒトは常に現時点で生

活せねばならず、そして次に時間的推移する未

来実世界空間の生活可能性追求が現時点の生活

の活力である。現時点の実世界空間が過去の実

世界空間の累積の上に立脚しているとはいえ、

ヒトは常に未来空間に生活の視点を置く。

したがって過去の実世界空間で生起し、生成

された多くの事象群と資料メディア群は、基本

的に現時点と未来実世界空間に必要な対象が選

別され、忘却あるいは棄却・劣化・消誠してゆ

くのが自然ともいえる。このため時聞は事象群

と資料メディア群にとって強烈な雑音空間とい

え、忘却や劣化・棄却・消誠の度合いは資料メ

ディア群の時間経過において、置かれた自然環

境や素材のよっても異なるが、ほぽ指数関数的

である。以上から事象群および資料メディア群

の情報性質を考える場合、強烈な雑音空間であ

る時間経過における諸性質の考察が必然である

。したがって、これらを、事象が生起された過

去の空間を事象空間とし、資料メディアが現在

まで経過してきた空間を経緯空間とし、現時点

の実世界空間を現在空間とし、資料メディアが

経過した異なる三つの空間別に考察するモデル

を、ここでは資料メディア群のライブサイクル

について、時間経過との関係をとしてFi.4 に

示す。なお資料メディアを媒介として研究する

考古学、歴史学、民俗学、美術史学等が対象と

している諸資料メディア群の諸性質とこれら分

野研究の特質について、文献［( (16) (19) (26) 

(28)(29）］等で詳しく示した。

現時点における資料メディアと時間性を有し

た資料メディアとの相違は時間性を有するか、

否かである。つまり、経緯空間の存在有無ある

いは経緯時間とそれが置かれた環境、時間、素

材の問題であり、現時点社会で生成される資料

メディアと過去の実世界空間に置いて生成され

た資料メディァとの差異は経緯空間の存在の問

題である。ここをどのように理解、考察するか

が根本的な問題解決の基盤である。
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←事象空間（過去〉→：.ー経偉空間（過去〉

目的→生成→利用→棄却→ I→一一一経緯一一一－－＋

ーー；← 現在空間〈現時点〉

必然

・自然界資料

・人為的資料

保存 ！ ？？？？？？？？？？？ 
雑音

（自然的、人為的作用）

1劣化・消滅・破損・改ザン等

ー調査→分析ーー－ー整理→利用

採集調査 ~ i 
i i 教育

報告書 未来展示

論文等 伝達学術等

Fig. 4 時間経過と資料メディアのライフサイクル
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［メッセージ解読分野］

生成 i・人文系：歴史学、考古

情報 i 学、 美術史学、民俗学

の I 、民族学等

蓄積 i・自然科学系：地球科学

、生物学等

ー＋［資料伝達］一一一－－i［情報伝達］一一一一－

' J ④ 
（未来の空間〉

4. 資料メディアのコミュニケーシ aンと

メディァとしてのデータ

4. 1 資料メディァのコミュニケーシ aン

久保は文献（8）で社会一般のコミュニケーシ

ョン分類の中で、 A型から F型に分類している

。この中でアボリジニイ研究における諸資料を

発信者不明のF型コミュニケーションとして分

資料

［受動メディア］

・資料の調査研究

・展示・広報普及

・資料管理・保存

発信］ ［能動メディア］

類している。現代社会資料メディア群と歴史系

資料群の対比を明確にすることと、また、歴史

一社会の諸活動の多くはコミュニケーション活

動としてとらえる事が可能であり、資料メディ

ア群はこれら諸活動の文脈情報（メッセージ）

を記述・内包するメディァ群であるのである。

歴史を解釈する歴史学は歴史系資料メディア

群をもとに、そのメッセージ解読の行為の歴史

（事象〈過去の）空間〉

（経緯空間：雑音空間〉

次の世代へ

Fig. 5 時間マクロコミュニケーシ g ンモデル
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（第三者の歴史認識：歴史復元）

(S) I S5={(S-Sl’－S2’－S3’－S4’－S5’）＋（Nl+N2+N3+N4+N5)} 

歴史的 I 
事象 l一一－一一・（専門家の歴史認識：復元）

S3={(S-Sl’－S2’－S3’）＋（Nl+N2+N3)} 

事象

空間

Nl （意図、窓意、

i 棄却作用等） (-S2’） 

？？？？？？ 
N2 

I N4 （個人の表現法〉

: (-S3’）↓  

(S3) I I (S4) 

論文 卜一一寸（－S5’）

報告書 I i第三者

展示等

(-Sl’） 〈時間経過による t 
各種ダメージ〉 N3 (-S4’） t 

（個人の認識や思いこみ） N5 

（個人の認識や思いこみ）

一経緯空間一一ーーート一一－一一一一一 現在的空間

一一一・時空間情報通信一一一一：一一一一一現在の情報通信一ー （ 

（注）各Sは信号 ：内在する正確な情報等（ー記号は信号の減衰）

各Nは雑音 ：事象空間信号への外的・内的作用による外乱やダメージ（絶対値）

Fig. 6 歴史コミュニケーシ aンのモデル

コミュニケーションであり、またキャッシュカ

ード（メディア）で金を出し入れする行為は何

らかのコミュニケーション行為でもある。ここ

から多分野資料メディア群を共通客体化の基盤

で考察する上で、メディァ群としてモデリング

する。情報を整理するため、三つの時空間別に

再配置し、歴史系資料メディア群をもとにした

コミュニケーションモデルをFig.5とFig.6に示

す。

Fig.5はミュージアム活動を中心とした社会

的能動メディアとしてのコミュニケーションモ

デルとして、 Fig.6は個々の歴史系資料のコミ

ュニケーションモデルとして示す。

4. 2 資料情報のカテゴライズと情報記録

管理データとしての諸問題

文献［（2)(5)(8)(14）］等で歴史系資料メデ

ィアの基本的情報を4項組として示した。つま

り、全ての資料メディアをEとすると（ 1 ）式

で示される。

<E>:=<T><S><O><C＞…（ 1 ) 

(T：時間、 S：地理的空間、 0：対象内容

、C：間接的な関連情報）

F i g. 3、Fi g. 4、Fi g. 5をもと

に、以下（ 1 ）の各要素について考察する。

( 1) T：時間

歴史系人文学研究においては、時間は研究そ

のものの場合が多い。また、歴史学、考古学、

民俗学、美術史学等分野や研究対象において、

時閥単位の問題（暦（太陽歴と陰暦）、元号、

時代等）、時間間隔の問題（年、年代、世紀、

時代、時期等）さらに相対時間一絶対時間の問

題（歴年代と時代、編年や様式年代等）がある

。それぞれの分野、研究対象により個々に使用

しているが、現在は西暦年が世界的基準である

が、その文化固有の考古学資料等はそれに相当

しにくいものと考えられる。

また、資料情報管理としてのアプローチは、

各分野研究における専門資料として考える場合

と、社会一般資料として考える場合がある。そ

れぞれの専門分野において資料記述が一般化、

標準化されていれば問題は少なく、一部文書関
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係には存在しているが、人文学系においてはこ

れらのための資料論が存在していない。したが

って専門資料、社会資料両者の側面からの記述

としてはFi g. 4の資料ライブサイクルの観

点、が合理的と考える。つまり、基本的に

・事象空間（Te）：発生に関する時間集合

・経緯空間（Tp）：来歴に関する時間集合

・現在空間（Tn）：資料化の以降の時間集合

の3っつの側面から記述する方法である。これ

は、 ( 1 ）における他のS、0、Cにも普遍す

る事柄である。

(2）地理的空間： S

地理的空間においても時間同様多くの概念が

存在する。位置としての点情報、交通など線と

して情報、また地域や文化圏などの面情報、ま

た地質学等の層としての情報の捉え方が存在

する。さらに、緯度・経度のように絶対座標系

、海岸線や河川、等高線等の自然地形、道路、

建造物、遺跡、市街等の人工物、行政界や地名

等の相対的名称など。

これらの多くは時間と共に推移・変化してい

る、現在の地形は百万年、千万年、億年の単位

の研究には使えない場合もあり、また歴史性を

含む問題は歴史地理学の研究対象そのものの課

題で有る場合が多い。つまり確定不能な場合が

多い）。かつ分野や研究対象により、その必要

な地理的属性は異なる。かつ時間経過と共に推

移・変化しており、自然系、人文社会系の対象

研究時代によって異なる。時間同様に三つの空

間が存在するが、ここは現実的には現在空間か

ら出発し（住所や座標値、海抜等）、事象空間

、経緯空間については記述可能な情報から順次

記述してゆくしかない。これは対象分野で決定

して行くべき事項であろう。

(3）対象内容： 0

すべての”もの”資料が対象であり、かっ分

野によって資料に対する考え方が異なる。基本

的に文字記述された、あるいは何らかの間接的

な記述資料の存在する資料群と物体としての”

もの”資料群に分かれよう。文字記述資料も生

成の時間性が遠いものほど（歴史文書等）情報

確認に専門性が必要となってくる。

また物体としての”もの”資料群も専門分野

や対象によって異なるとはいえ、基本的に自然
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史関係と人文社会関係資料で状況が大きく異な

る。自然史系は比較的分類学が進んでおり、か

つ標本記録の考えが伝統的に遂行されてきてい

る。しかし、人文社会系”もの”資料群に関し

ては我国では殆ど情報記録管理のための記述に

関する標準化の指向がなされていなかった。こ

れは人類活動の結果生成された多様な資料群で

あり、その体系化は人類活動そのものが体系化

不能であるのと同義であり、困難であることは

確かである。

しかし、資料群がその分野の専門家の世界に

しか必要なかったことと、専門家あるいは分野

の研究視点からの記述方式によりすぎていたこ

とによる。専門分野が一般化されていれば解決

の方向性があったかもしれない。が、学説は

専門家によって異なり、新資料出現によって

大きく変わる専門分野では研究情報を中心とし

た記述方式の収束の見通しは立たない。また、

文化の社会的コミュニケーションメディアであ

るに関わらず、社会化の視点を伝統的に欠いた

結果である。

これは結果であり、現実であるが、社会的コ

ミュニケーションメディアとしての視点から再

アプローチが必須である。つまり、各専門分野

の文脈理解と知識はどうしても必要であり各専

門分野とのコラボレーションが必須ではあるが

、社会的メディアの情報管理の側面から管理・

索引情報記述の問題を再整理から出発しなけれ

ばならないものと考える。社会はすでにデジタ

ルコンテンツとして画像や音戸等、デジタルア

ーカイプズを容易に受け入れられる状況である

が、索引、管理情報については、特に文化財や

歴史系資料に関しては、今後の問題である。

( 1 ）で示した3空間分離した記述の可能性に

ついて検討を加える（現在社会資料： 事象空間

＝経緯空間＝現在的空間）。

(4）間接的関連情報： C
主に資料に関連した調査報告書、履歴書（カ

ルテ）、論文、所在や管理機関等情報を対象と

する。情報化において各資料対象や分野で一番

進捗し、かっ基本となるのがここである。これ

は文献データベース、所在データベース等とし

て構築・運用されている。理系、人文社会系そ

れぞれデータ内容、質、量が異なる。これら分



野それぞれの文献データベース内容調査により

分野の研究体制や内容等の文脈が見えてくるも

のと考える。この比較研究も（ 3）の研究にお

いて必要事項となる。これは今後の課題である

5 . まとめとしての考察

はじめに示したように IT （情報技術）の社

会的普及や技術開発とその応用は急速である。

しかし、政府の政策にも関わらず、情報化社会

の中味（コンテンツ）としての社会共有情報資

源の構築と普及は遅々としている。特に我々社

会と文化の基盤をなすべき、全国に散在・管理

されている文化財をはじめ各種文書資料や”も

の”資料のデジタル化と社会共有情報資源化は

未だ軌道に乗ったとはいいがたい。

この状況は、はじめおよび4章4.2、（3

）でも指摘したように社会的アーカイプズ論へ

の無関心さと技術指向に偏した社会の情報化研

究活動、及び社会が専門家集団に資料管理を全

面的に委託した結果とも言えよう。一方、世界

の資料デジタル化の動向は急速であり、サイパ

ー空間が世界規模で展開され、データファイル

の標準化はHTM LからXMLの方向へ動き出

している。また、資料アーカイプズに関しでも

Dublin Core にみられるように、急速に世

界的標準化の方向にあり、今後のアーカイプズ

はこれを無視しては成立しない状況となってい

る。

この状況において、社会共有情報資源構築の

基盤整備は基本的に社会的なアーカイプズ論の

整備と普及である。技術が如何に普及し高度化

しようと、情報の記録・管理に至る過程は2章

で示したように人聞が知恵と時間と労力で介在

せざるを得ないのである（Fig.2の②、③過程

は特に必要である。最近のデジタルアーカイプ

の動向はともすると、 Fig.2 における②、③

過程の方法基礎論の解明よりも④の技術論と結

果としての成果物の生産に力点が注がれている

場合を多く見受ける）。また、専門家集団はと

もすると研究主体で物事の価値を決定する場合

が多く、資料や情報の社会化に無関心な場合も

多くみられる。したがって資料の社会的客体化

視点がアーカイプズにおいても必要となる。こ

のため、時空間コミュニケーションとして歴史

的情報活動をモデリングし、資料群を資料メデ

ィア群として捉える視点と混在する歴史的専門

情報のデータ形成整理方法論として空間情報の

分離を4章で示した。

アーカイプズ方法論研究は、情報化社会の情

報資源形成のための基本であり、情報化社会形

成の上で最も基盤をなすものと考えるが、国内

においては分野個々に、そして各分野の片隅で

活動力点の焦点からそれた存在となっている。

その結果が現在である。これら活動は分野個々

では世界的動向に対処出来るかどうか疑問であ

る。また、特に人間活動痕跡の社会資料群全般

を一つ視点から体系的に基準化することは不能

である。ただし、人間活動痕跡そして自然活動

痕跡に対する社会的視点からの専門分野聞にお

ける共通的なアナロジーは存在するはずである

。そして伝統的経緯の結果として今の各専門分

野領域の手法や活動の文脈が存在している。そ

の差異を一本化することは不可能であろう。

本研究は社会資料群全般を視野にいれ、社会

的共有情報資源構築基盤としてのアーカイプズ

論に関する基礎的方法論の研究を行うため、議

論基盤としての資料群と諸研究領域活動につい

て一般化の整理を試みたものである。本論を基

盤とし、国際化が相当に進んでいる図書館情報

関係専門家、また現在進行中の文書関係アーカ

イプズ専門家等のノウハウと知恵を注いで頂き

、ミュージアム資料関係専門家等や専門分野関

係者とコラボレートしつつこれらの問題につい

て研究を進める予定であり、これら専門分野そ

して研究者、専門家とのコラポレーション活動

が必須である。

ヒューマンコラボレーションシステム確立が

前提であるが、ここにおいてコラポレーション

システムとしての ITの開発と活用は重要であ

り、効果してくるものと考える。これは社会情

報収集や研究、知見交換の協議等において効果

するであろう。縄文土偶関連資料研究活動のツ

ールとして現在、プロトタイプを研究開発中で

ある。
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ジャイナ教聖典のデータベース

特殊フォントで表現されたデータのPDF

Database to the Canonical Texts in Jain 

-PDF of the Text in Special Font -

逢坂雄美

YumiOUSAKA 

仙台電波工業高等専門学校，仙台市

Sendai National College of Technology, Sendai 989-3124 

あらまし：

中期インド・アリアン諸語。.fiddlelndcトAryan)

で書かれたジャイナ教（アルダ・マガダ語）古文

献等の解析のために計算機リソースを開発して

きた．これまで，ジャイナ教聖典の5冊の聖典

に関するマッキントッシュ版電子ブックを数年

前に作成済みである．この電子ブックには，当

該研究に必須の基礎資料，電子化テキスト・韻

律図式と解析結果・詩脚の正順索ヲ！と逆順索

引・語棄の正順索引と逆順索引が収録されてい

る．最近のウインドウズマシンの使用状況から

みて，電子ブックをこのマシン上でも読むこと

ができるならば，その有用性は大幅に上昇する

であろう．特殊フォントを使用しているため

に，従来のツールではウインドウズ用電子ブッ

クを作成することができなかったが，最近不十

分ながらもそのツールが提供されるようになっ

た．ウインドウズ用電子ブック作成とその問題

点について議論する．

Summary: 

We investigated computer analysis of the canonical 

texts in b誌rit(called Ardha-Miigadhi), that is, the 

early Jainist ones in Middle lndo-Aryan倒 IA).By 

using Macintosh we have already published the elec-

tronic books for the five important canonical texts 

on WWW. This book contains the essential data on 

the study of MIA, that is, the electronic text, metre 

analysis, piida index and word index. Recently Win-

dows PC is used for the study of MIA. It would be 

very useful if we could produce the electronic book 

on Windows. New computer tool made us prepare 

this electronic book on Windows. We will discuss 

how to produce出1sbook in detail. 

キーワード：中期インド・アリアン，アルダ・

マガダ語，ジャイナ教，パーリ語，初期仏教，

電子ブック

Key words: Middle lndo-Aryan, Ardha-Miigadhi, 

Jain, Pali, early Buddhism, Electronic Book 

1 .はじめに

中期インド・アリアン諸語（MiddleIndo-

Aryan）で書かれた古文献は，仏教（パーリ語）と

ジャイナ教（アルダ・マガダ語）の聖典がその例

に挙げられるように，世界の文化の貴重な宝庫

であり，現代文明の重要な源流の一つである．

初期仏教・ジャイナ教は厳格なカースト制度の

バラモン教に対抗する形で同時期に発生したた

め，相互に関係を持ちながらその教理等を深化

させてきた．それゆえ，今日では初期仏教を研

究をする上でジャイナ教の研究は不可欠であ

り，その逆も真なりであると認識されている．

しかしながら，これらの諸聖典は難解な言語で

書かれていること，さらに質的・量的にも膨大
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であることもあって，今後，厳密な研究成果が

待たれる分野である．

このような状況下にあって，我々は中期イ

ンド・アリアン諸語に関する正確な知識を有す

る研究者と情報科学の研究者との密接な共同研

究により，図 lのような 5つの計算機リソース

を開発した．

I.アルダ・マガダ語又はパーリ語のローマ字

化システム構築（これをPali96フォントと

呼ぶ）．

I I.ローマ字化テキスト作成：ジャイナ教の重

要な 5つのテキスト（Uttarajjhaya，λyiiranga,

Siiyagaqa, Dasaveyiiliya, Isibhおiyiiif!l）及び仏

教の 4聖典（Dhammapada,Theragatha, 

百 erigatha,Suttanipata）等を Pali96フォント

を使ってマッキントッシュに収録した．

I I I.聖典の韻律解析プログラム：電子化テキ

ストファイルが韻律解析の入力として使用

される．

IV.語棄の正順索引・逆順索引とパーダの正順

索引・逆順索引の作成プログラム．

v.聖典の文法解析プログラム．

これらのツール等は，当該分野の研究において

極めて重要な役割を果たす基礎資料を作成する

に当たって，威力を発揮する．中期インド・ア

リアン諸語の文献の研究を飛躍的に進展させる

ためには，韻律解析・文法解析・語葉と構文論

等の系統的な研究が不可欠である，と認識され

ている．テキストの韻律解析は批判的校訂本作

成に不可欠で、あり，語棄の索引は翻訳に当たっ

ての手助けとなる．また，語葉の逆順索ヲ！は文

法構造解析に必要で，パーダ（詩脚）の正順ま

たは逆順索引はテキストの正しい読みの確立と

並行詩脚を見いだすのに重要で、ある．

上記のツーを使用して作成されたデータ

図1.計算機リソースと研究組織

は，各出版社から単行本等して出版されたもの

【1］と，ウェブ上で公開しているものがある

(http: //www. sendai -ct. ac. jp／均ousaka）【2].

ウェブ上で公開している計算機リソース（フォ

ントシステム・電子ブック・プレインテキスト・

逆順索引・特殊フォント用エディタ）を表1に

まとめである．

表に示しているように，マッキントッシュ

版電子ブック（ジャイナ教聖典の 5冊の電子

ブック（Eブック））は既に作成済みである．こ

の電子ブックには我々の作成した特殊フォント

Pal i96を使用して作成された電子化テキスト・

韻律図式と解析結果・詩脚の正順索引と逆順索

引・語葉の正順索引と逆順索引が収録されてい

る．最近のウインドウズマシンの使用状況から

みて，電子ブックをこのマシン上でも読むこと

ができるならば，その有用性は大幅に上昇する

であろう ．

表1.我々のウェブサイトにアップロードさ
れたデータ． 表中の記号O，×は該当す
る計算機システムで使用可能なデータと使用
不可のものを示している．

データ
マァキン ウイン

トッシュ ドウズ

特殊フォントPali96と 。 。
キーボード入力法

ジャイナ教の5冊の聖典 。． のコンピュータブPツク

ジャイナ教の5冊の聖典 。 。
のプレインテキスト

初期仏教室典の語業の逆 。 。
順索引

特殊フォントPali96用筒
× 。

易エディタ－EDISANと
その使用書

第一次基礎資料出版
4つの索引（滞金と詩脚の工E順

と若立川頁舜守ヲ I)

電子出版
テキス ト・ 索引・査員律解析

インターネットによる
データ公開

、
' 



特殊フォントを使用しているために，従来

のツールではウインドウズ用電子ブックを作成

することができなかったが，最近不十分ながら

もそのツール（Acrobat4.0）が提供されるよう

になった．表lの中で，．の部分，ウインドウ

ズ上のジャイナ教聖典の 5冊の電子ブック（E

ブック），つまりPortableDocument File(PDF)は，

このツールを用いて最近作成されたものであ

る．本論文では，なぜこのウインドウズ用電子

ブックを作成するのが遅れたのか，この作成に

関連した問題点について議論する．

当該問題の理解には，既に作成している

マッキントッシュ版電子ブックとの比較が不可

欠である．第2節では，この比較を主眼点にし

て，問題の原因となっている特殊フォント及び

電子ブックに収納された内容について議論す

る．第3節ではウインドウズ版電子ブック作成

及びその問題点について述べる．第4節では今

後の課題等についてふれる．

2.マッキントッシュ版電子ブック

ここでは，最初に特殊フォント Pali96の

特性について述べ，次いでマッキントッシュ版

電子ブックについて議論する．

2 .1 フォントシステム， Pali96 

計算機解析に当たって，各聖典の刊行本を

そのままコンビュータ処理することが出来れ

ば，それが最良の方法である．しかし，デーヴア

ナーガリ一文字（党字，卒塔婆等に使われてい

る文字）で書かれたテキストを，自動的に読み

込むコンビュータツールが存在しないために，

現時点ではこれは不可能で、ある．デーヴァナー

ガリ一文字テキストからローマ字化テキストへ

の変換には膨大なタイプ入力が要求され，多大

な時間と経費が要求される．この作業中に，予

期できないタイプミス等がローマ字化テキスト

に忍び込み易い．また，種々の索引を作成した

場合，その校正には膨大な時間を要する．以上

のことから，認識性の高い高品質の中期イン

ド・アリアン諸語の為のローマ字化フォントを

作成できるかどうかが，その研究を遂行する上

で重要な役割を果たすことになる．さらに，適

切に構築されたフォント体系はテキスト解析プ

ログラムの作成を容易にする．これらの条件を

全て満たすようなローマ字化フォント（表2参

照）を作成した．この表には，通常のローマ字

フォントに無い特殊文字（例えば‘m’等）のみ

を掲載している．特殊フォントは全て 1バイト

コードに割り当てており，拡張アスキーコード

上に定義されている．

この拡張アスキーコード上に定義された

キャラクタの属性保持が，このフォントの取り

扱いでは最も肝要で、ある．マッキントッシュ上

では，全てのワープロソフト等でこの属性を正

確に保持しているが，ウインドウズシステムで

は基本的にこの属性が保持されていない．この

ことが，原因でウインドウズ用電子ブックが作

成されなかった．

ウインドウズシステムではワープロソフト

等でも当然、同様なことが発生している．このた

め，我々はマッキントッシュで作成したテキス

トを，ウインドウズでも使用できるようにする

ために，このフォント属性を保持できる簡易エ

ディタ EDISANを作成している．

表2には，ウインドウズマシンにおける特

殊フォント Pali96のアスキーコードへの割り

当てと共に，キー操作法を示している．この

フォント系は，基本的にはマッキントッシュの

場合と殆ど同一の入力法を採用している．つま

り，マッキントッシュの Optionkeyを，ウイ

表2. ウインドウズPCにおけるパーリフォ
ントPali96のキ－ti桑作法とアスキーコー ド割
り当て． 記号＜A＞，くS＞はそれぞ、れAltkey, 

Shift keyを示している．正規の文字は通常
通りにタイプできる。特殊文字はAlt
key, Shift keyと通常のキーを組み合わせる
ことにより入力できる．第3列と 6列の数字
はアスキーコードを表している．

a <A>+n 136 t <A>+t 160 

a <A>+a 140 !hくS＞＋くA>+y 231 

I くA>+<S＞＋、 147 <;I <A>+d 182 

I <A>+i,i 148 <;lhくA>+i,U 243 

u <A>+e, u 156 i:i <A>+n,n 150 

u <A>+u, u 159 th <A>+y 180 

q1 <A>+m 181 dh <A>+z 189 

kh くA>+k 251 ph <A>+p 185 

gh <A>+9 187 bh <A>+b 186 

ti. くA>+g 169 l くA>+I 194 

ch くA>+c 141 l くA>+<S>+l 241 

jh くA＞吋 198 三＜A>+s 167 

n くA>+<S>+i 246 ~ <A>+x 197 
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図2. マッキントッシュ版電子ブ守ツク

ンドーズマシンではAltkeyに置き換えている

だけであり， Shiftkeyの使い方は全く同じで

ある．また，アスキーコード割り当ては両方の

計算機で同じにしている．このことにより，基

30 

本的には，マッキント ッシュで作成したテキス

トは，ウインドーズマシンでも同一コードで表

現できることになる．実際，ウインドウズマシ

ン用のジャイナ教プレインテキストは，マッキ



ントッシュ用テキストをウインドウズマシン用

に変換して，作成している．（マッキントッシユ

とウインドウズマシン用のフォントは共にTrue

Typeフォントの形式で作成され，我々のウェブ

サイトにアップロードしである．）

2.2 電子ブック

ジャイナ教の重要な 5つのテキスト

(Uttarajjhay孟，λyiiranga,Siiyaga9a, Dasaveyiiliya, 

Isibhasiyiiif!l）及び仏教の4聖典(Dhammapada,

Theragatha, Therigatl泊，Suttanipata）等を Pali96 

フォントを使ってマッキントッシュに収録し

た．仏教の4聖典の電子化テキストはパーリ文

献協会の前会長ノーマン氏より提供されたもの

であり，ノーマンフォントで作成されている．

このテキストを我々のフォントで書き換え，索

引作成に活用できるようにした．著作権に抵触

するため，電子化テキストは残念ながら公表す

ることカfできない．

一方，ジャイナ教の聖典には著作権に関す

る制限がないので，電子化テキスト（図 2(d) 

参照）のみならず，韻律解析結果（図 2(e）参

照）・詩脚の正順索引（図 2(f)参照）と逆順索

引・語棄の正順索引と逆順索引を全て電子ブッ

クに収録した．この電子ブックは， Voyagerの

日本語版ExpandedBookツールを使用して作成

している．このツールでは，文字指定を細かく

できる．この指定は煩雑ではあるが，図 2(a) 

より分かるように，特殊フォントも正常に表示

されていることが分かる．細かいことを言う

と，このツールを使った検索機能のダイアログ

ボックスに特殊フォントを表示できず文字化け

が起こる欠点がある．これは，この機能に対し

て通常フォントのみが使用できるようになって

いる，ことによる．しかし，基本的には殆ど問

題ないと言える．

言語研究上必要な基礎資料がテキスト資料

と共に， 1冊の電子ブックにまとめられている

ので，非常に有効な電子化ツールである．この

電子ブックもフォントと同様，我々のウェブサ

イトから自由にダウンロードして使用できる．

3 .ウインドウズ版電子ブック

ウインドウズ版電子ブックを作成するために

は，これまで議論してきたように特殊フォント属性

を保持する処理がまず第一に必要となる．これは，

我々の作成した簡易エディタEDISANにより実行さ

れる．最初にこのエディタについて述べ，その後に

Acrobat4.0を使用して作成される PDFについて議論

する．

3.1特殊フォント Pali.96用簡易エディタ，

EDISAN 

これまで，我々はプラークリット語・パーリ

語・サンスクリット語用のフォント” Pali96” 

をマッキントッシュ上で、作成してきた．この

フォントは，拡張ASCIIコード上で定義された

フォントである．これを元に，中期インド・ア

リアン聖典の解析ツールの構築等をマ ッキン

トッシュを使用して行ってきた．

これらの研究ツールをウイ ンドウズマシン

でも使用できるように拡張中した．最初に，特

殊フォ ントをウインドウズ、用TrueType Fontに

拡張し，その後このフォントを使って作成され

たテキストを移植した．

日本語版ウインドウズ OS を搭載してい

るパーソナルコンビュータ上で，適当なワード

プロセッサーを使用してこのテキストを読んで、

みると文字化けを起し，正確に読むことができ

ないと言う厄介な事態が発生した．これは， 2

バイトコードフォントを標準にする日本語ワー

ドプロセッサーには，特殊フォントを表示する

のに不都合な点があることに起因する．

このパグを回避できたら，印刷と画面上の

表示が一致する，所調WYSIWYG(what you see 

is what you get）表示のテキストを利用できるこ

とになり，言語学的な研究の能率も向上し， I

バイトの特殊フォントを基に作成された大事な

基礎資料を有効に活用することができ，さ ら

に，語棄の索引作成等のプログラム開発も容易

にできるという，多くの利点がある．なお，我々

のフォントと同種の特殊フォントとしては

Norman Fontがあるが これに対しても同様な

状態になっている．

ウインドウズマシン上では特殊フォント

伊ali96or Norman）の簡便な入力、法がなく（入力

法がない文字もある）不便で、あるということか

ら， 3年ほど前に，特殊フォント用の簡便なテ

キストエディタ （EDISANl.0）を初めて開発し
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た．その後改良を重ね，現在はEDISAN3.0であ

る．

EDIS AN開発用のツールは特殊フォントを

全て正しく表示できるVisua!C＋＋を使用してい

る. C＋＋上での文字コードは普通のアルフア

ベットにはASCIIコード，日本語にはsnsコー

ドを使っており， 2バイト文字である日本語を

表示させたいときは，文字コードの前後にsns
コードであることを示すコードを書くことに

なっている．つまり， Visua!C＋＋では2ノ苛イト

コードが1バイトコードよりきちんと分離され

ており， 12 7～2 5 5番目の拡張ASCIIコー

ドを含めて， O～ 25 5番目のすべてのコード

上の lバイト文字を正常に表示できるように

なっている．この結果拡張ASCIIコード上に

定義されている特殊フォントをVisua!C＋＋では

正常に表示できる．

マイクロソフト社より，ある程度のワープ

ロ機能を備えたWordPadのプログラムが公開

されている．我々はこのWordPadに，特殊フォ

ント入力機能等の必要機能を付加した．この方

法により， WordPadの通常の機能を活かした

上で，簡易エディタを迅速に作成できた．

図3にエディタの構成画面を示している．通常

のワープロソフトの画面とほぼおなじであり，使用

方法も殆ど同じである．このエディタを使用して，

リッチテキスト形式のマッキントッシュファイルを

読み込むことにより，ウインドウズ用の特殊フォン

トの属性を固定したファイルを作成できる．このエ

ディタも我々のウェブサイトに掲載しである．

3.2 ウインドウズ用 PDF作成

ウインドウズ用にも Voyagerより Expanded

Bookツールが発売されている．マッキントッシュ版

で作成された電子ブックが，このツールを使って見

ることができるならば，ウインドウズ用にわざわざ

作成し直す必要がない．しかしながら，このウイン

ドウズ用ツールでは特殊フォントを使ってマッキン

トッシュで、作成された電子フ守ツクを開くことができ

なかった．これはウインドウズ用ツールでは，拡張

アスキーコード上に展開された特殊フォントの取り

扱いが正確に定義されていないことによる．

これに代わる PDF作成ツールも又これまで提

供されていない．今年になり， Adobe社よりウイン

ドウズ版及びマッキントッシュ版Acrobat4.0が提供

された．両版のツールを購入し，チェックしてみた

｜閤 ［，，，d "''"- 四回図｜
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ところ，大きな違いがあった．

マッキントッシュ用では，特殊フォントで作成

されたファイルの PDFを作成したところ，画像とし

て取り扱われてしまった．その結果， PDFのメモリー

は数十倍も大きくなってしまった（メモリーが数十

倍になったことから，この現象に気が付いたのであ

るが）．同じ操作を，ウインドウズ版でも確かめ

てみた．この場合は，正常にPDFを作成でき，

ファイルサイズは数十%程度縮小できた．その

結果は，不思議にもヴァージョン4.0のマッキ

ントッシュ版AcrobatでLも正常に読むことがで

きた．

以上のように同一ヴァージョンでも，マッキン

トッシュとウインドウズ版では極端な違いが現れた．

Adobeに問い合わせたところ，どちらのAcrobatと

も，特殊フォントを正確に取り扱えるようには設計

されておらず，ウインドウズ版ではたまたまよい結

果になったのであり，動作保証はできない，とのこ

とであった．なお，マッキントッシュ版Acrobatの

以前のヴァージョンでは，少なくとも画像化される

ことはなかったのに，新ヴァージョンでは画像化さ

れるようになった．

その後，ウインドウズ、版Acrobatで作成さ

れたPDFの動作を何種類かのぞれぞ、れのマシン

で調べたところ，何ら異常が現れなかった．そ

れゆえ，このファイルを作成し，ウェブ上に

アップロードして公開することにした．

特殊フォントで書かれたウインドウズ版

ファイルのPDF作成は以下のように行う．＠電

子ブッ ク作成用データ（図2に示された全ての

ファイル）はマッキントッシュ上でイ乍成されて

ロ Doso.pdf 

しおり＂－ 'JL>.-t-－ル＼ 、
口TπLE ー口PREFACE

QCON花 NTS

QTEXTPREPA臥 TAゆN

白TEXT

口METRESCH副 E

口METREANALYSIS 

QPADAINDEX 

0 REVERSE PADA INDEX 
白'M)RDINDEX 

0 REVERSE 'M)RD 

いるが，全ファイルをMS-Wordのリッチテキス

ト形式で保存する．この操作は，マッキント ッ

シュ上で、行う．＠次に，ウインドウズ、マシンで

の操作を行う．＠で作成されたファイルを，簡

易エディタ Edisan3.0で読む．そのとき，フォ

ントを Pali96に指定しておく．その後，ファ

イルをそのままセーフ守する．この結果，拡張ア

スキーコード上のフォントの書式が正確に保持

される．これは，前小節で議論したように，リッ

チテキスト形式のファイルを作成したことによ

る効果である．この後，適当なワードプロセツ

サを使ってPDF表示形式のファイ ル内容に整形

して， PDFを作成すればよい．なお，この整形

されたファイルで、は各行末で、のハイフネーシヨ

ンに注意する必要がある．このことについては

次節で議論する．

図4はジャイナ教聖典DasaveyfiliyaのPDF

を示している．図の左側のしおりより分かるよ

うに，電子化テキスト，韻律解析・詩脚索引・

語葉索引等の必要な基礎資料を全て収録してい

る．このしおりは目次の機能を果たしていると

同時に，各項目へのジ、ヤンプ （リンク） 機能を

も兼ねている．この結果，このPDFは比較的使

いやすいものとなっている．なお，詩脚の逆順

索引表示においては，その性質から，詩脚部分

の表示には後揃えタブが適し，ライン情報には

前揃えタブが適している．図5から分かる よう

に，このPDFではこのようなタブ揃えを実現し

ている．マッキントッシュのExpandedBook 

ツールではその機能がないので，このようなタ

ブ揃えは不可能で、ある．又，図6は韻律解析結

回目

区

匡

DASAVEYAl.IYA 

MllriiじhiYAMAZAKI anJ Yumi t〕じSAKA

Vt•rsi11t1 卜2 (Iリり7.\-Ta~· ） 

図4. ジャイナ教聖典のPDF例
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果である．この例からも，特殊フォントが正常 後，この欠陥の解消について考察する．

に表示されていることが分かるであろう．現

在，ジャイナ教の重要な 5つのテキスト 謝辞

(Ut加~jhiiyii, Ayiirari.ga, Siiyaga4a, Dasaveyiiliya, 

Isi bhiisi yiiirr.）のPDFを作成し，ウェブ上にアッ

フ。ロードしている．

この研究遂行に当たって適切な助言をして

いただいた，山崎守一博士と宮尾正大教授（室

蘭工大）に深く感謝いたします．この研究は20 

0 0年度文部省・科学研究費補助金，基盤研究（B）の

口 OM・＂＇
面 1 助成の下に遂行したことを付記し、深謝致します。
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図6. PDFの韻律解析例

4. 討論

白面

前節の最後から 2番目の段落で， PDF作成

直前のファイル表示において，行末でのハイフ

ネーションに注意を要すると指摘しているが，

これは本質的に，簡易エディタ Edisan3.0の機

能的欠陥に起因すると推測される．この現象

は，既に図3に明示されている．図3の， Aで

示される部分から分かるように，水平ルーラー

の右端よりも更に右側にテキストが表示されて

いる．これはテキストの l行分を，表示可能画

面の I行分におさめる機能が正確に動作してい

ないことを示す．この結果，恐らく，単語とし

ての認識も正確に処理されないのであろう．今
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10月からイ ンターネットで試験公開中である。イン スカルデータベース構築プロジェクトが本格化した。

ターネットを介してのいくつかの語葉検索や頻度作 当初の予想、ではテキストデータベース構築はさほど

成ができるようになっている。検索に関しては、ヒッ の問題なく進むだろうと考えていたが、そこまで筒

卜した文を含む原著でのページ画像も表示できるよ 単ではなかった。この完成に至るまでにはさまざま

うになっている。頻度表作成に関しては、 ABC順、 な問題が生じ、そのひとつひとつに解答を与えるこ

多寡順の選択ができ、逆引き辞書の作成も可能であ とで着実に構築をめざしてきた。1998年度特定領域

る。本稿では、パスカルデータベースシステムの概 研究「人文科学とコンビュータ」報告集［6］を参照。

要と使用法について述べる。 研究着手から 4年を経て、 2000年3月にほぼ現在の

形にまで完成させることができた。研究成果を多く

Summary: We experimentally release an on- の研究者に還元することを最終的な目的としている

line database on”包UVRESCOMPLETES DE が、その試験的な公開を 10月よりインターネットを

BLAISE PASCAL”（Desclee de Brouwer publish- 介して行っている。このインターネット上での試験

ers) in 4 volumes edited by Jean Mesnard. This 

database can be accessed through Internet from all 

over the world, and you can use it for vocabulary 

searches, making frequency lists, etc. In this paper, 

we sketch the summary and the useage of Pascal 

Database System. 

キーワード・パスカル，データベース，メナール

Keywords: Pascal, database, J. Mesnard 

公開の目的はいくつかある。その一つは、利用者の

利便性が最大限に図られているかどうかということ

の検証である。つまりこのシステムが利用者（研究

者）の要求に、でき得る限り答えることができるか

どうか、という能力を量ることを意味しているのだ

が、具体的にはそういう利用者の利便性を追及する

ために、インターフェースを使いやすくすることを

心がけ、また同時に柔軟で強力な検索システムを与

えるなど、いろいろな工夫を加えている。インター

ネット上で公開し、実際に多くの人に利用してもら
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うことで、このシステムの利便性に対する配慮が実 ての大規模で組織的な収集を予定している。

際上機能するかどうかを確実に把握することができ 関係資料収集以外にこのデジタルアーカイブ構築の

ると考える。試験公開の目的のほかの部分は、この ための準備を平行して行うこととなるが、テキスト

ような実際の利用を通じて、データベースの記述上 データベースと手書きの原稿、写本等の画像データ

のミスがあれば、その発見に大きく貢献するだろう ベースを統合する仕組みの研究に着手するとと もに、

し、ひいてはデータベースの精度を高めることにも 柔軟でかつ強力な検索システムも考案中である。

つながるものである。しかし、この公開に関して注

意を払わねばならないことはこれにとどまらない。

つまり、利用者の便宜を最大限に図ることを主眼に 2 システム概要
おかねばならないし、おきたいが、利用者が自由自

2000年 3月にメナール版ノfスカルデータベースシス
在にデータを操れるようにすることは、オリジナル

テムが完成。2000年 10月からデータベースをイ ン
データが大量にコピーされる可能性を生み、データ

ターネットで試験公開中である。アドレスは、
ベース作成に関する知的財産所有権の侵害を図らず
も許してしまう可能性を示唆している。このことに http:/ /pascal.sci.fukuoka-u.ac.jp:8080 / 

である。
関して、利用者のためには無制限の公開が望ましい

システムは、パソコン上に JavaとOracleを用いて
し、それこそがデータベース公開の本領だと思われ

構築している。データベースメンテナンスに関して
るが、そのような無制限の公開は、デジタルで・作成

されたものの運命として簡単にコピーし得るという は、アクセス（MicrosoftAccess）でリモート処理で

きるようになっている。
弱点を持ち合わせていることとあわせると大きなジ

レンマとなるのである。
ごステム構成＞

そういうジレンマを少しでも解消するべく、利用者

にはやさしく、しかし製作者の保護も考えたシステ
コンビュータ本体：

ム製作を模索しており、現システムにおいては、情

報ではなく、情報を引き出す方法において負荷を与 DELL PowerEdge 1300 

えることで知的財産所有権の侵害への抑止策として

考えている。

PentiumIII 500MHz 

メインメモリ 256MB

さらにネットワークの速度あるいはコンビュータの サーバ OS:

能力が充分かどうか、というハードの部分での効率 Turbo Linux 4.2 ftp版

を確かめるという意味がある。
九iVebサーノく：

システムは、現在、パソコン上で維持管理及び、保
Apache.1.3.6.t紅 .gz

守がなされているが、利用状況及び、改善すべき点

に関しては、データの蓄積に伴い追って報告の予定 データベース：

である。偉大なパスカルの多岐に亘る業績の全てを Oracles Workgroup Server for Linux RS.0.5 

考えたとき、後世に残したい自然や建造物を指定し
Javaに関しては、次の2つのパッケージを使用 した。

保存し維持しようという趣旨のもとで設定されてい
Java開発キット：

る＜世界遺産＞のような観点をもって、卓抜したそ
jdk_l. l. 7-v3-glibc-x86. tar .gz 

の業績と思想、に対して、その全ての保存と維持に勤
(Java Development Kit) 

め、後世に残す義務があると考える。そこで、ここ
Javaサブレット開発キット：

までの完成をみたテキストデータベースを一歩先に
j sdk2 .0-solaris2-sparc. tar .z 

発展させ、これを中心に据えた＜パスカル総合資料 ' 
(Java Servlet Development Kit) 

館 ＞（パスカルテ守ジタルアーカイブ）の構築を行う 、

ことがこのデータベースの次なる使命と考えている。

更にこれに引き続いて、この＜パスカル総合資料館 3 データベース
＞もインターネット上での公開を目指したいと考え

ている。このパスカル総合資料館の早期公開の実現 データベースは、既刊本全4巻の全文テキス卜デー

のために、パスカル関係資料のあらゆるものに関し タベースと見聞きの 2ページを単位とした画像デー
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タベースからなる。テキストデータベースの容量は凡 MS, NO, PQ, seront de m¥e《＼meordre. 

そ H.6MBで、画像データベースは 176MBである。 #2-0232-11-00-P Cela sera un 

troisi¥e'¥me lemme. 

3.1 テキストデータベース
c#2-0232-12-00-P En suite de ces trois 

lemmes et de quelques 

次は、パスカルデータベースの電子テキストサンプ cons¥e’＼quences d'iceux, nous donnerons 

ルである。電子テキストには文頭に、文の区切り語 des ¥E'¥l¥e’＼ments coniques complets, 

＃と同時に原著での位置が分かるようにボリューム ¥a'¥ savoir toutes les propri¥e’＼t¥e’h 

番号（巻数）とページ数、行数が記されている。多段 des diam¥e'¥tres et c¥o角川＼e’b droits¥L2¥, 

組のページがあるので、列数も入れている。例えば、 des tangentes, etc., la restitution du 

#2-0232-11-00-Pは第 2巻 232頁の 11行目を意味 c¥o-¥ne presque sur toutes les donn¥e’＼es, 

している。 Pはパスカル本人が書いた文を表す。 OO la description des sections de 

は列数が l段組であることを表す。全集には、姉妹 c¥o-¥ne par points, etc. 

やパスカル周辺の人々の書簡集及び編者メナールに

よる註も含まれているので、ここで区別できるよう
ノ 3.2 画像データベース

になっている。したがって、検索時にパスカル本人が

書いた文だけを対象にしたり、あるいは姉だけの書 既刊本全4巻を見開き 2ページをひとつの単位とし

簡集に限定することができる。また、パラグラフの て、全て画像データベース化した。検索された文章

区切りとして、記号 ＠を入れている。文中での＼e'¥を原著で確認できるようになっている。原著に含ま

等は、フランス語の をを表している。詳しくは、 4.5 れる数学や物理関係の図等は、テキス ト化していな

変換対応表を参照。 いので、当面このような処置をとっている。図 1は、

画像データの例である。閲覧時、コピー防止のため

電子テキスト例

也＃2-0231-38-00-D4. C’est-¥a'¥-dire, 
d'apr¥e'¥s la d¥e'¥finition prcm工＼e'¥rf,

concourantes. En d’autres termes. 
le point d’intersection des droites 
NO et PQ se trouve sur la droite MS: 

les c¥o《＼t¥e’＼s

c#2-0232-01-00-P LEMME ¥!R2¥ 

c#2-0232-02-00-P Si par la m¥e《＼medroite 

passent plusieurs pl沼田， quisoient 

coup¥e’＼s par un autre plan, toutes les 

lignes des sections de ces plans sont de 

m¥e《＼meordre avec la droite par 

laquelle passent lesdits plむ lS.

c#2-0232-06-00-P ¥L*¥ Ces deux 

lemmes pos¥e'¥s, et quelques faciles 

cons¥e’＼quences d'iceux, nous 

d¥e’＼montrerons que, les m¥e《＼meschoses 

¥e’＼tant pos¥e’＼es qu'au premier lemme, 

si par les points K, ¥!R5¥, passe une 

quelconque section de c¥o-¥ne qui coupe 

les droites MK, MV, SK, SV, 

es points 0, N, Q, les droites 

PDF形式とした。PDFは AdobeAcrobatのファイ

ル形式で、 PortableDocument Formatの略である。
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図 1：画像データベース
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試験公開要項には、利用要項、必要連絡事項、制限

事項が簡潔に記されている。このデータへースの使

用については、実験公開の目的からいっても、商業

的な利用の不可、そして原則として個人の使用のみ

パスカルデータベースを使用するには試験公開要 としている。また、個人の資格としても真に学術的

項をよく読み、 パスワードを入手する必要がある。 な目的をもっ利用者に限定している。

試験公開要項は、 現在、 日本語版、韓国版、 英語

4 データベース使用方法

4.1 試験公開要項とパスワードの取得

版、 ドイツ語版が用意されている。順次他の言語で

の要項も準備中である。試験公開要項及びノ号スワー

ドの入手方法に関しては、

http://p出 cal.sci.fukuoka-u.ac.jp:8080/

にアクセスする。例として、英語とドイツ語の試験

公開要項を上げている。図 2,3を参照。
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図 3：試験公開要項（独語）

4.2 データベース接続

パスワードを取得したら、それを用いてデータベー

スに接続する。

ブラウザを起動して

http://p出 cal.sci.fukuoka-u.ac.jp:8080/

にアクセスする。そのページにある Goボタンをク

リックすると、 パスワー ド入力画面 （図 4）になる。

Dl! 1:m岡田:I'回目E餌恥＿，，，1r.1..岡”Ill司叩ooo•:e'冒刷＂－－1ロtxi 
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ov" the vvcr Id旬 usethi医 database:Er志lishGeiman Russian 
Chinese. KO'ean. Sp剖 sh.!ta I ian. etc. ヱj

釘 一一一一一一γ「面石F~－..？ I “P出sword：”の欄に入手 したパスワードを入力 し

て、“Login”をクリックする。認証に成功すると、

図 2：試験公開要項（英語）
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Search & Frequency画面になる。（図 5）この画面



には 3つのボタンがある。 searchと frequency,in-

put_character _tableである。 searchは語葉検索用

ボタン、 frequencyは頻度作成のボタンである。 in-

put character_tableは変換対応表である。
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図 5:Search & Frequency画面

4.3 語藁検索

検索には、語実検索と目次検索の2種類を用意して

いる。目次検索に関しては、 作品ごとにアクセスす

ることができるようになっている。アクセスすると、

~ E剖週四II掴置凸同“凶・ 2置司＂＂・ ：a・罰司＇＂＇＇“ーーーーーーーーーーーーーー－1ロtxi 
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斗
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図 6：語葉検索画面

作品の先頭の頁が表示され、頁の前後はボタンで捲
16を選択すると実際のフランス語の文が表示される。

れるようになっている。語実検索を行うには、Search
図8参照。

& Frequency画面で“search”をクリックする。そう

すると、 Search画面になる。

ここで、検索項目を指定する。識別（P：パスカルが

書いた部分等）、 言語区分（F：フランス語部分、L：ラ

テン語部分）、巻、頁、行、列検索文字列を入力して

“Submit Query，，をクリックする。

ここで、さ らに Show_OriginaLTextボタンを押す

と、その頁の画像データが表示される。 3.2画像デー

タベース参照。

4.4 頻度表
例えば図 6では、パスカルがフランス語で書いた部

分で、第2巻の最初から 1400頁までの中で、 4つの データベース作成における頻度表作成は、誤入力の

単語または文字列 je、ne、 pas、etを含む文が何処 発見に貢献し、データベースをより完壁なものに近

にあるかを検索する （And検索）。 jeの前後には空白 づけるものである。と同時に希少語の発見などにみ

を入れているので完全な単語として指定している。 eも られるように、1次的な資料としての役割も担うの

の後には空白を入れているので、単語の接尾語にな で、大いに意義のあることとして、細心の注意をは

りうる。 neとpasに関しては、前後に空白を入れて らって取り組んできたものである。

いないので単語の部分列の可能性が充分にある。 その成果の一つであるパスカル頻度表第 2巻の 1[5]

文字列を含む文にヒットしたら、その位置情報（巻・ は、パスカルが 1640年初めから 1654年の 15年間

頁・行など）がまず表示される。その位置データに に書いた論文、手紙など全ての作品を網羅したもの

関しでも 10個ずつ表示するようになっている。図 7 で、もっとも華々しい活躍をした時期であると同時

参照。

Nextボタ ンをいくつか押した後、位置情報 2-0523- 岐にわたり、 作品ごとの頻度には著しい変化がみら

に宗教思想に目覚めた時期のものであり、内容は多
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4.5 変換対応表

ゴ
A 

パスカルデータベースにはアルファベット以外の記
れる。頻度表は、まず2巻中の収録作ごとに分けて

号は、変換対応表に基づいてデータベース化してい
アルファベット順、頻度JI贋、逆引きJI慣と作成し、ま

た同時に、メナール版の特徴として、時系列的に作
る。その変換対応表を見るには、 Search& Frequency 

画面（図 5）で“inpu Lcharacter _table，，をクリ ックす
品を並べていることから、全体を併せて一つの作品

る。図 13参昭。
と考え、この頻度表も作成した。これについても同

例
じようにアルファベット順、頻度JI贋、逆引き順と作

成した。

頻度表を作成するには、 Search& Frequency画面

（図 5）で“frequency”をクリックする。頻度表条件入

力画面（図 9）が現れる。

ここで、次の頻度作成項目を指定する。

識別（P：パスカルが書いた部分等）、言語区分（F：フラ

ンス語部分、 L：ラテン語部分）、検索範囲（巻、頁、 5 
行、多iJ）、頻度表を作成したい単語の範囲、検索結果

の表示方法（ ABCJI慎、多寡Jr債、逆引き）I慎）

e －ートe’ h→a' h→e‘ 
u ＿＿，ト u' a-+ a 

《

e -+ e 
，、

I 一ート I o－今 O
，、

U 一＋u 

αョー＋ oe c→c/ 

今後の課題－パスカルデジタル

アーカイブの構築に向けて

例えば図 9は、パスカルがフランス語で書いた部分、 人類共通の財産として位置付けられた建造物・白然

検索範囲は、第2巻の 518頁の 28行から 527頁まで 環境を保存するために、各国が協力し連携しようと

としている。また、単語の範囲は、市”から“r”まで いうのが＜世界遺産＞の主旨だが、人類共通の遺産

の間にある単語を対象にしている。 は建造物や環境自然だけではない。同じく人類が誕

ABC順をチェックするとアルファベット順に頻度表 生して以来、築き積み上げてきた＜人類の叡智＞も、

が作成される。図 10を参照。 われわれの大切な遺産である。具体的には各学問の

また、図9で“Freq.Order”をチェックすると、図 11 知識、芸術、技術なども人類の歴史文化資産として

のように多寡順に頻度表が、“Reversedie”をチェッ 残さねばならない＜世界遺産＞である。文字、記号、

クすると図 12のように逆号｜き辞書が作られる。 映像などによって表現されてきたこのような分野は、
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なまじそのような方法で保存されているために、保 などの画像処理をしなければならないもので、これ

存方法の恒久性に付いての検討が後回しにされがち を収録して初めてこのデータベースが完成に近づい

であったが、ここにきて従来の方法とは全く違う形 たといえるもので今後はこのデータの収集を目的と

でのディジタル技術を使用した保存方法によってこ するものである。今後の研究では、パスカルに関す

れら人類の叡智を後世へ継承しようという試みが生 る資料を収集 し、デジタル化し、組織化する こと に

まれている。これが＜デジタルアーカイブ＞である。 より、多角的、微細に分析、整理、研究することが

デジタルアーカイブの必要性についての認識は急速 できる。

に高まってはいるが、例えばインターネット公開に向 哲学者、数学者、科学者、宗教家と多彩な顔を持ち、

けることを前提にしても、一般利用者、資料利用関 そのいずれの分野においても超一級の仕事を成し遂

係者などからの利便性という視点が欠除しているの げた天才ノ号スカルの全生涯、全思想を体系的に網羅

が現状である。一般的には過去のマイクロフィルム したデータベースは世界にも類を見ない規模のもの

による保存のようにただ単に写し取るだけの作業に で、これを明快な形で等しく全世界共通の遺産とし

多かれ少なかれ終始していて、デジタルアーカイブ て位置付け、インターネット上の公開を考えている。

の縦横無尽な可能性についての研究はまったくもっ

て不十分な上、そのために解決しなければならない

問題も山積みの状況である。しかし当研究グループ 6 底本
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想定し、これに解決を与えてきている。それに加え 本研究は、 1997年度重点領域研究「人文科学とコ

ての第2段階として、このデータベースの充実にヴィ ンビュータJ研究課題名パスカル全データベース作

ジュアルの側面も盛り込む方法を試みている。具体的 成と言語解析、 1998年度特定領域研究 「人文科学

にはパスカルの直筆の文章、彼に関するあらゆる物 とコンビュータ」研究課題名 ノfスカル全データベ一

品及び映像（多数のものが主にフランスに存在する） ス作成と言語解析、 1998年度研究公開促進費学術
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ぷ

図書図書名パスカル頻度表第2巻の 1、の成果に基

づくものであることを付記する。
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吾妻鏡データベースの構築

Construction of ”Azumakagami-Database” 

安道百合子

Yuriko ANDO 

国文学研究資料館

〒 1428585 東京都品川区豊町ト16-10

National Institute of Japanese Literature 

Yutakamachi 1-16-10,Shinagawa-ku,Tokyo 142 8585,Japan 

あらまし：

鎌倉幕府が編纂した漢文体の古記録である「吾妻鏡」

のデータベースの構築過程とその結果を報告する。こ

れは国文学研究資料館で行われている「原本テキスト

データベース事業」の成果の一部である。このデータ

ベースは、本文の領域 （漢文体）・付訓情報を記した領

域（カタカナ）－訓読文を示した領域（漢字とカタカナ

が混在する読み下した文体）・暦日情報などの注釈に関

わる情報を記した領域、という四つのデータ領域を持

つ。漢文という枠にとらわれずに、どの領域からも自

在に検索できるデータベース構築を目指した。

Summary: 

”Azumakagami”is the history in a Kamakura巴raand be 

written in classical Chinese 

I will report the method for proceeding the database of 

”Azumakagami” 

There are five白eldsof data in this database 

(I) Original texts that was written in class叫 lchinese 

char act巴r

(2) Ruby (Phonetic characters written by Katakana) 

(3) Classical japanese that transrated classical Chinese ,it ts 

written chinese character and Katakana 

(4) Notes such as calendar day informatio日

(5) Images of the original texts 

This was made for the Japanese lit巴ratur巴rese紅 cher. This 

is a part of th巴resultof the proj巴ctat the National Institute 

of Japanese lit巴rature

キーワード：吾妻鏡， データベース， 古記録，

Keywords : azumakagami, database, 

1 .はじめに

国文学研究資料館の原本テキストデータベース事業

は一つの古典文学作品を三年聞かけてデータベースに

仕上げ毎年刊行する計画のもとに行われている。一年

目には業者による基礎入力作業、二年目には該当作品

を専門とする複数の研究者による監修作業、三年目に

は資料館内でデータを統合、データベースとして仕上

げるという総監修の作業をする。これは、毎年新たな

作品を選んで作業にかかるという仕組みで、現在では

一年間に三つの古典文学作品がいずれかの作業工程に

置かれている状況で、ある。したがって、資料館では、

基本的に毎年新たな作品を総監修しており、昨年度は

「吾妻鏡Jであった。発表者はその総監集作業に関わ

った一人として、以下に吾妻鏡データベースの構築方

法および結果を報告するものである。

古典文学研究は現在に伝わる諸本を読み解くことか

ら研究がはじめられる。現在活字として流通している

作品本文は、原本そのものの情報をそのままに伝えて

いるものではなく、読みやすきを考慮、して表記を訂し

たり、他本と校合のうえより良いと思われる本文を採

るといった校訂作業を経たものが多い。古典文学作品

のデータとしては、底本そのものの固有の情報がまず

求められるが、さらに、他の作品や同一作品で他の伝

来系統を持つ本と比べようと考えるならば、表記をあ

る程度統ーさせた情報が必要になってくる。つまり 、

古典文学作品のデータベースには、レベルを異にする

いく つかの層の情報が求められるわけである。資料館

のデータベース作成はそうした古典文学作品特有の問
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題点をできるだけ解決しようとしたものである。

なお資料館の原本テキストデータベース事業の成果

は、古典作品のデータと、そのデータを検索利用する

ためのシステムを同梱して刊行している。システムは

韻文作品用「和歌検索システム」と散文作品用「散文

検索システムJの二種類で、「吾妻鏡」に関しては散文

検索システムを用いて利用する。以下の本文において

は、散文検索システムのことを「システム」、そのシス

テムに登録して利用する作品データのことを「マスタ

データjと称する。

3 .システムについて

まず、システムの構造について簡単に説明をしてお

きたい。散文作品は基本的に底本のVp Lという位置

情報で管理し、五層のデータ領域を自由に検索できる

ように設計している。五層とは①本文領域、②注記領

域、③標準化領域、④メモ領域、⑤函像、である。資

料館で仕上げるマスタデータはこの五層の領域を持ち、

①①①④のどの領域からも一致文言－不一致文言を指

定して検索することが可能で、検索結果を見る際にも

その結果の位置に該当するすべての領域の情報を確認

することができる。システムのブラウザ画面からは、

作品全体を概観でき、利用者が必要な箇所の必要な領

データベースの底本としたのは国文学研究資料館蔵 域のデータを見る（読む）ことも無論、自在である。

寛永三年（ 1 6 2 6）版の「吾妻鏡J2 5冊本である。 ②①④の各領域については、ブラウザ画面に編集ポタ

2.底本について

「吾妻鏡jは鎌倉幕府が編んだ歴史書で、治承四年（ 1 ンがあり、利用者が検索をかけながら見つけた情報に

1 8 0）の頼朝挙兵に始まり、文永三年 (1266) 対して、自分のルールでマーキングしていったり、メ

の六代将軍宗尊親王の辞任・帰京に終わる。中世以降、 モ領域に情報をためたりして、記述されたデータのレ

江戸時代まで広く武士の愛好書となっていたようで、 ベルを超えて活用することができる。①本文領域につ

寛永版本に大量の付訓情報があるのもその一端と言え いても、マスタ出力で、マスタ全体をテキストデータ

ょう。付訓情報は中世以降の読みをさぐる意味でも輿 としてファイル化し、編集可能である。

味深い。 マスタデータのフォーマットは公開しているので、ど

巻名はないが、年次を追って記述されているので、 の領域に関しでも利用者が自由に使用－作成すること

年月日が意味上の指標となる。物理的な位置情報は版 が可能になっているわけである。もちろん利用者が自

本のv（冊） p （頁） L （行）で示す。完成したマス 分だけのマスタデータを作成してシステムに登録する

タデータは、テキストデータで約 10メガの大きさで こともできる。コンピューター操作を不得手とする国

ある。 文学者が、比較的簡単に、データベースの作成－利用

－改変に関わることができることを目指して設計され

たものである。

~ .,., 

明
司
ペ
ー
山
汁
叶
吋

，

句、、

，｝

i
i

、

〈版本「吾妻鏡j第一冊 一丁表の画像〉
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4 .マスタデータの作成方法

(1）マスタデータの構造

マスタデータの構造は次のようになっている。

¥A作品名 （データ冒頭に一つのみ）

¥T和暦

¥M月日情報

¥B本文領域

、J
p 

L 

¥C標準化領土或



v 
p 

L 

¥D注記領域

v 
p 

L 

¥Eメモ領域

v 
p 

L 

¥M次の月日情報

（以下次の￥Tが立つまで同様に繰り返す）

これは吾妻鏡に限らず、散文検索システムに登録で

きるマスタの基本構造である。作品に応じて￥T・¥

Mの内容は自由に設定でき、￥ Tは必須タグだが￥M

は任意である。

( 2）データ入力

初期入力は版本にある文字情報すべてと連辞符・返

り点などの符合をすべて入力した。＊図 1参照。

( 3）漢文割譲文の作成

初期入力のデータは版本に忠実なデータであるが、

版本に付されている情報すべてが、漢文を訓読するた

めに必要にして十分な情報とは言えない。実際には、

返り点の片方が落ちている場合があるため、返り点情

報を抽出し、データの不備を補ったうえで、 プログラ

ム処理によって、ヨIi読文を作成した。具体的には、返

り点にそって漢字を並び替え、その漢字の送り仮名に

あたる部分を補うという作業をしたわけである。＊図

2参照。あわせで、他の二層の領域作成を行った。漢

字だけを集めて本文領域を作成し、連辞符を熟語認定

の手がかりとしつつ振り仮名にあたる部分を集めて注

記領域を作成。 版本のどの位置の情報に関してもすべ

て五層の構造を持つため、作業としては画像を除いた

凹層を並べた「四行ファイルJという形式を作成した。

一行に与えられる四層の情報を並べて作業を進めるこ

とができるため、データの訂正をしやすい形である。

(4）困層のデータ領域の特徴

ここで各領域の特徴を簡単に示しておく 。

①本文領域 底本を忠実に再現する領域。漢文の

部分は、返り点.j主辞符を抜いた白文の形で翻字する。

漢字・仮名交じり文の部分 （消息文など版本のごく 一

部に見える）は、そのまま翻字する。誤刻もそのまま

とする。漢字は原則として底本のま まの字体。

②注記領域 吾妻鏡本文にある傍記を書き込む領

域。漢字の振り仮名にあたる部分のかな（付訓｜）を原

本のままおこす。音読符や漢字にi濁点が振られている

場合は歴史的仮名遣いて、該当漢字の読みを記す。

③標準化領域 本文領域を訓読する領域。国史大

系本「吾妻鏡」と大きく異なる本文は、その異同が同

時に検索できる。

④メモ領域 校異や注釈等を書き込む領域。

この段階では、 ④メモ領域には何も書き込まれていな

い。①注記領域と③標準化領域についても、形のうえ

では出来ているが、その内容はまだ不十分なものであ

る。なお 「標準化Jという名称は、古典文学作品全般

を検索するために至便なように表記のゆれを最小限に

おさえるべく手を加えた領域を意味してここでは用い

ているが、なおその実際を言い得ているとは言い難く、

用語そのものには問題を残しているこ とを申し添えて

おく 。

( 5）監修員による読みおよびデータ訂正

吾妻鏡やその周辺を専門とする史学及び国文学の分

野の先生方十一人を監修員として資料館が選び、それ

ぞれの先生に四行フ ァイルの状態でデータの確認訂正

をしていただいた。まずは本文・注記の二領域が底本

を忠実に再現したものになっているかの確認を行う。

特に漢字については、単純な入力ミスがあれば改め、

入力不能な漢字を入力可能な漢字に置き換えることが

可能かどう かといった判断を行う。プログラム処理に

よって作成した訓読文は版本の連辞符などが正確でな

い場合もあり 、必ずしもこなれた訓読文とはなってい

ない。また版本の誤刻ゃあやまった付訓と思われる場

合もある。そうした部分についてコメ ントを付すこと

や適切な読みを提示していただくこととした。また現

在流通している書籍のなかではも っとも一般的に用い

られている国史大系本との校異をと り、メモ領域にそ

の異同を書き込み、標準化領域にそれを反映させると

いう作業も行う。

この監修員が目と手を使って確認する工程は、デー

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース （2000)I 45 
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＊図 l 初期入力の状況

¥T新刊吾妻鏡巻第三

V03 

p 0 0 1 

〈中略〉

p 0 0 2 

LO lムム合｜セテ／I一 慮、

＊左図 ：版本画像

本下図 ：初期入力の状態

※初期入力は底本のとおりに翻字

漢字に附属する情報は

（振り仮名）

｜送り仮名／返り点！

の書式でおこす。

漢字と漢字の聞の連辞符は

真中にある場合・一

左端にある場合： ＝

の記号を入れる。

L 0 2ム在｜／二｜〈武 蔵｜ノ／｜圏、崎＝西（サキニシ）、足一立（アダチ） Iノ／！、雨ー郡 （グン）｜ノ／｜内

（ウチ）、大＝河＝土（オホカハド） Iノ／｜御＝厨（ミクリ） ｜ニ／ー｜者（ノ） ｜ナリ／｜。〉

L 0 3右（ギ）件（クダン）｜ノ／｜地（チ）｜ハ／｜ 、元（モト）相ー惇 （ソウデン） Iノ／｜家一領（カリヤウ）

也（ナリ）。 而（シカルニ）平一家（ケ）、虜一 （リヨ） ｜／二｜領（リヤウ）｜スルノ／｜天ー下｜ヲ／ー｜之比 （コ

ロ）、所（トコロ）｜ナリ／二！神

L 0 4領｜ トスル／－I也。而＝ （シカルニ）今、新（アラタ）Iニ／｜矯 （タメ）｜ニ／二lム公一私 （コウシ）

御＝（ン）祷 （イノ ＇！） Iノ／ーし 奉｜リ／レ！寄 （ヨセ）｜／二｜子豊＝受（トヨケ）太神一宮 iノ／｜御

L 0 5領｜ニ／一！。所 （ロ）｜／レ｜令（シム）｜ル／レ｜勤一（キン） I/二｜仕 （ジセ）長一日｜ノ／I御一幣

（コ。ヘイ）。 毎一（マイ）年臨 時（リンジ）｜ノ／I祭＝等 （マツリト ウ）｜ヲ／ー｜也 （ナリ） 0 抑 （ソモ＋＋）

令（ ・シム）｜シテ・ル／下二｜権＝ （ゴン）｜ノ／！神＝

L 0 6主（カンヌシ）光z親 （ミ ツチカ）｜ヲ／ー｜、祈一 （キ）｜／中！ 請（セイ）｜セ／I天 下泰一 （タイ）平

｜ヲ／上｜之ー（ノ） 慮 （トコロ）Iニ／I、依｜テ／レ｜有｜ルニ／二｜感ー謄（カンヲウ）｜／ーに 矯（シテ） ｜／

二｜殊（コト）｜ニ／｜祈ー袴ー（キタウ）所｜ト／ー｜、



図2 漢文訓読文作成の過程

〈初期入力の状態〉

L 0 5領 iニ／一｜。所 （ロ）｜／レ｜令 （シム）｜ル／レ｜勤一 （キン）｜／二｜仕 （ジセ）長一日｜ノ／｜ 御

一幣（コ’へイ）。毎 （マイ）年臨一時 （リンジ）｜ノ／｜祭＝等 （マツリトウ）｜ヲ／一｜也 （ナリ）。抑 （ソ

モ＋＋）令（・シム） lシテ・ル／下二l権＝ （ゴン）｜ノ／！神＝

L 0 6主 （カンヌシ）光＝親（ミツチカ）｜ヲ／ート祈一（キ）｜／中｜請（セイ）｜セ／｜天 下泰 （タイ）

平｜ヲ／上｜之ー（ノ） 慮 （トコロ）｜ニ／｜、依 iテ／レ｜有｜ルニ／二l感一麿 （カンヲウ） ｜／一｜、篤 （シ

テ）｜／二l殊 （コト）Iニ／｜析ー祷一 （キタウ）所｜ト／ー｜、

〈返り点の不備を・で示した状態〉

L 0 5領｜ニ／ー｜。所（ロ）I/レ｜令（シム）｜ル／レ｜勤ー （キン）｜／二｜仕 （ジセ）長 日｜ノ／｜御

一幣（ゴヘイ）。毎ー （マイ）年臨一時 （リンジ）｜ノ／｜祭＝等 （マツリトウ）｜ヲ／一！也 （ナリ）。抑 （ソ

モ＋＋）令（シテ・シ）｜・ル／下・｜権＝（ゴン）｜ノ／！神＝

L 0 6主（カンヌシ）光＝親（ミツチカ）｜ヲ／・l、祈ー （キ）｜／中｜請（セイ）｜セ／｜天 下泰 （タイ）

平｜ヲ／上｜之ー（ノ） 庭（トコロ）｜ニ／｜、依｜テ／レ｜有｜ルニ／二 ｜ 感 感 （カン ヲウ） ｜／ー｜、篤 （シ

テ）｜／二｜殊 （コト）｜ニ／｜祈一祷ー （キタ ウ） 所｜ト／ー｜、

〈返り点の不備を正した状態〉

L 0 5領｜ニ／ー｜。所（ロ）｜／レ｜ 令（シム）｜ル／レ｜ 勤 （キン）｜／二｜仕 （ジセ）長一日 lノ／｜御

幣 （ゴヘイ ）。毎ー （マイ）年臨一時（リンジ） ｜ノ／｜祭＝等（マツ リトウ）｜ヲ／一！也（ナリ ）。 抑 （ソ

モ＋＋）令 （シテ ・シ）トル／下｜権＝（ゴン） ｜ノ／｜神＝

L 0 6主（カ ンヌシ）光＝親（ミツチカ）｜ヲ／！ 、祈一（キ）｜／中｜請（セイ）｜セ／｜天ー下泰一 （タイ）

平｜ヲ／上｜之 （ノ）庭 （トコロ）｜ニ／｜、 依｜テ／レ｜有｜ルニ／二｜感一態 （カンヲウ）｜／ー｜、第 （シ

テ） ｜／二｜殊 （コト）｜ニ／｜祈一祷一（キタウ） 所｜ト／ー｜、

〈… ム即日読文にしゅ↓

L 0 5領ニ寄奉リ。長日ノ御幣。毎年臨時ノ祭等ヲ勤令ル所仕也。抑権ノ神

L 0 6主光親ヲ、天下署長平ヲ祈祷セ令・ル之慮ニ、感態有ルニ依テ、殊ニ祈祷所ト筋、

〈監修員によって一一一↓
標準L0 5領ニ寄セ奉リ、 長日ノ御幣、毎年臨時ノ祭等ヲ勤仕セ令ムル所也。抑権神

標準L0 6主光親ヲシテ、天下泰平ヲ祈請セシムルノ慮ニ、 感感有ルニ依テ、殊ニ祈袴所 ト矯テ、

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 47 
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タの信頼性を高めるために必須の工程である。

(6）総監修作業

監修員の確認を終えたファイルを統合・訂正・総仕

上げ、の作業である。

監修員の確認をおえたファイルはさまざまな見解が入

って、データの内容そのものはより高度なものになっ

ているが、同時に、見解の相違や不統ーな箇所が多く

混じるという難点も生じる。総監修の工程では、その

データを内容的に統一のとれたものに仕上げ、さまざ

まな検索に耐えるように訂正していく。

標準化領域の統一化作業の実際は、項目の選択（何を

統ーさせる必要があるか） ・検索利用をしながらの検討

（とのように統ーさせるのか適切か）・版本付訓のばら

つきの検証などを繰り返して進める。また、異体字テ

ーブルを作成し、この領域については、通行漢字に改

めるという処理を行っている。これらの処理のーーは

凡例に示している。

この段階で新たに追加したこと としては、次の二点で

ある。

第一に、歴史書であるという作品の性質を最大限に生

かすタグの構造が求められると判断し、暦日情報をタ

グ付けすることとした。初期入力の段階では￥ Tに巻

数を入れてあるのみで、任意タグの￥Mは受状態であ

ったが、ここで、 ￥Tに和暦情報老、￥Mに月日情報

を入れた。それにより、システムのブラウザ函面の左

に年月日が一覧できるようになったわけである。同時

に暦日情報からの検索に耐えるべく、メモ領域の各日

最初の行に暦日情報を一定の書式で書き入れた。シス

テムは検索のみをするために開くのではなく、ブラウ

ザ画面であたかも書籍をひもとくように、本文を縦覧

できる設計となっているため、その最初の画面に暦日

情報が見出しとして見えるかたちにすることで、縦覧

のしやすさは格段にあがるものと考える。

第二に、底本にない情報の追加である。底本には、

脱落部分が存するため、他本で補う必要がある。これ

も、歴史書であるという作品の性質上、底本にはなく

ても、現在伝わる「吾妻鏡j諸本の情報を集めた全体

を検索する利用者の必要性に応じるためである。底本

にない情報については、伝本のなかではも っと も情報

量の多い［吉Jll本」を用いて、補うこととした。本文

領域には「吉Jll本」の本文を引用し、標準化領域には

独自に訓読文を作成した。注記領域は空となるが、メ

モ領域の情報は底本にある情報の部分とまったく同じ

体裁である。

5.完成したマスタと検索の実例

完成したマスタデータの内容は次のようになってい

る。その一部をここにひく。

¥A吾妻鏡

¥T新刊吾妻鏡目録

¥M小見出名なし

¥B本文領域

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 I新刊吾妻鏡目録

L 0 2一巻ムム治承四年〈庚子〉

L 0 3安徳天皇、〈高倉第一〉基通 〈近衛殿〉頼朝 〈正

〈中略〉

¥C標準領域

v 0 1 

p 0 0 1 

LO 1新刊吾妻鏡ノ包録

L 0 2一巻ムム治承四年〈庚子〉

L 0 3安徳天皇、〈高倉ノ第一。〉基通〈近衛殿。〉 頼朝

〈中田告〉

¥D I主記領土或

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 1 

L 0 2 ( 6）セウ／ ( l 0）カノヱ

L 0 3 ( l）アン トク／ (7）タカクラ／ ( 1 2）モ

〈中略〉

¥Eメモ領域

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 1 

L 0 2 

〈中略〉

¥T序

¥Mノj、見出名なし

¥B本文領域

v 0 1 

p 0 1 4 

一以下略



付録1 異体字テーブル

書胃準4じ領域｛ζヌてf；！異体育F処建をおこ与うた.i~n亡の表のを租Iめ：$~右jl同学fこ変換することによって遜行の字体tこ
改め、検索ぜ〉使更を高めるためである．

；
jilt 

山田凶山崩

聖書鯵

Z事為

L. 涯芦
r~~ W 担額一

r~ ‘ 弐ー

悪葱

宅産庵

革審育

Sf E主

-i·-i－~ -::r~ 
変容

隊員語

感滋

部
噌

晶
叫

m

M
熔

嵩

む

車自
白
一

樹

韻

軸

宮

穏

山
崎
回

管官官

異体字テーブル（ 6 0 2字のうちの一部）

φ 送り仮名の織、方にτ丸、て。
a）送り仮名の楓、方は次のよう｛ζする．
〈逮俗芸奇・llli奇著書：1.t多くカコトー字のみを主きるのをきE識とするか、
緩2艇の符説0)傾向も考成して決ぬた〉

凡例の一部：

凡例の一部

標準化

の補い方

領域におけ

る送り仮名

重喜ダ{jまなはだ3
~チ〈たちまち〉
俊シtただし〉
争力〈いかでか〉
F告ド（Iまとんど〉
緩テ｛ついて〉
以テ｛もつPて〉
害事二｛ならびに｝

関クtおはじい
景レ｛これ〉
9'5フ〈と・0ら制
緩ハJレ〈たまはる占
拳ハル〈うけたおまる〉
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実際に検索を行う手順

検索の一例である。

l ）結果画面を開く

2）検索作品を選ぶ

3）検索領域を選ぶ

4）検索文言（一致文言・不一致文言）を入力

5）複合検索の方法を設定（本文 and標準 など）

牢検索

6）検索結果画面

7) ヒット文言一覧から用例を選ぶ

8）本文表示（ブラウザ）

6.本データベ｝スの可能性と課題

このデータベースの独自の点は標準領域に読みやす

い訓読文を示したことにある。単純に読みやすさから

の利用者増は期待できる。また全文の訓読文がデータ

ベースとして提示されたことは前例がないため、その

完成度はともかく、初の試みとしてたたき台にはなる

と思う。システムをf吏いこなして利用しようとする石庁

究者にとっては、平家物語などの同時代の作品をマス

タデータの形にして登録しておけば、本文の形態の異

なる文献を同時に検索できるという点も魅力であろう。

課題としては、「標準化Jの不徹底で、ある。資料館内

では、事業の発足当初から、原本に特化することなく 、

ひろく古典文学作品を検索するために必要な仮名遣い

等の統一化の作業を経た情報の領域を「標準化領域j

と呼んで、きた。既に刊行された「絵入源氏物語」のこ

の領域では、本文をすべて統ーされた歴史的仮名遣い

によって平仮名にひらくこととしている。その際、濁

音を清音に、音便形を音｛更のない形へそろえる処理も

行っている。

「吾妻鏡」の場合は、本文が基本的に漢文体である

ために、すべてを仮名にひらくことが必ずしも検索の

便を高めることにはならないと判断した。とはいえ、

現代の利用者の読みやすさ・成立時代の訓読法・版本

の訓読法（付割｜）のいずれを優先させるべきかという

点が最後まで問題となり、いずれと確定もされなかっ

た。基本的に版本の付訓は注記領域に持たせているこ

とと 、全頁の画像があることとで、補えると考えてい

る。強いていえば、検索もれを最小にすることに注意

をはらったため、版本の付訓をできるだけ生かしつつ

も、現在の研究者の読みになじむまいと判断されたも

のは訂正し、ある程度、用字・送り仮名 ・仮名遣いな

どを統ーさせることにした。結果にいたるいちいちの

統一化の検討については、当然反対意見もあろうが、

その方針を凡例に掲げることで利用者には説明するこ

ととした。

最終的に現在出版されている「絵入源氏物語jの標

準化とはずれを抱えているわけである。漢文体の作品

の場合、五層の構造が不十分なのか、あるいはもっと

別の形態があるのか、という点については、 今後利用

者の意見を聞きながら模索していきたい。

7.おわりに

本データベースは利用者参加型のデータベースであ

る。書籍として出版されている古典本文には、校訂者

の解釈が提示されるのが普通であるが、このデータベ

ースはできるだけ、底本の情報を忠実に再現するこ と

につとめている。画像はその最たるものであるが、全

画像を公開することにより、利用する研究者は、国文

学研究のどの段階からでも研究対象に向かうことが可

能となっているわけである。日本語、とりわけ古典文

学の検索にはできるだけ、解釈の入らない、けれども

検索もれを最小限におさえるべく配慮されたデータが

必要である。それをここでは標準化領域と呼んだわけ

だが、底本の情報を尊重しながら、 一方で検索に備え

るための措置である。利用者は利用 しながら、自分の

解釈を入れていったり、自分なりの注釈をつけていっ

たり、自分だけのデータを作り上げることができる。

版本（写本や古筆切の場合もある）を読むことからは

じめて、 一冊の注釈書を作り上げるまでの、古典文学

研究の流れを、どの段階からでもはじめられ、どのレ

ベルまでも高めることができるというのが、国文学者

にとってのこのデータベースの最大の魅力であると考

えている。
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全国遺跡データペースの構築
Database of Archaeological Sites in Japan 

森本晋

Susumu MORI!vIOTO 

奈良国立文化財研究所情報資料室、奈良市

Nara National Cultural Properties Research Institute 

Nara 630 8577 

あらまし： 奈良国立文化財研究所では1987年度よ

り全国遺跡データベースの構築を行っている。

1996年度よりイントラネット対応データベースを

導入してデータの更新を続けており、 19ffi年度か

らはインターネットを経由しその成果を公開してい

る。

Summary: Nara National Cultural Properti白

R自由r℃hIns任tute(alコ.Nabunken)be田 nto study 

about the database of archaeological sites in 

Japan in 1987. More than 400 thousand sites are 

e刈stedin Japan, and Nabunken has registerd 

about 230 thousand of sites in the databaoe. 

Now o町田nget the data via the Internet home 

page of the Institute (http:// 

¥V¥V¥v.nabunken.gojp). 

キーワード： 遺跡、データベース、考古学、位置

情報、標準化

Keyword: site、 da凶ba缶、 archaeol OITT人

location、standard

1 遺跡データベースの必要性

遺跡に関する情報は考古学の研究の上でも埋蔵文

化財行政の上でも必要不可欠なものである。考古学

研究においては、遺構も遺物も遺跡とのつながりを

もった情報としてとらえなくてはならず、各種町童

物に関するデータベースも遺跡情報を必要としてい

る。

4制ミ、遺跡の情報はある地域の遺跡一覧という地

理的な範囲を限ってか、ある遺物についての出土地

名表といった限定的な形でしか提示されていないの

が普通である。全国規模での綱礎的な遺跡データベー

スの作成は行われていなかった。

2 開発の経緯

文化庁では1987年度より全国文化財データベー

ス構築計画の調査費が計上され調査検言材t始まった。

奈良国立文化財研究所（以下、奈文研）では全国不

動産文化財データベースの一環として全国遺跡デー

タベースの設計・構築を行っている。

不動産文化財とは土地と結びついていてそこから

切り離すことのできない、遺跡（史跡を含む）、名

勝、天然記念物、建造物（指定建造物を含む）、伝

統的建造物群保存地区をさす用語で、動指工芸品、

無形文化財、民俗文化財といった動産文化財と対応

する。

全国遺跡データベースについては文化財情報シス

テム全体の設計と合わせてその実現に向けた設計調

査を行っていた。その一環として1990年2月27日に

は奈文研で全国遺跡データベース検討会を開催し全

国の担当者から意見を求めた。 1992年9月には奈文

研の『埋蔵文化財ニュース』 75号で 「全国文化財デー

タベースについて」という特集を組み、全国遺跡デー

タベースの詳細を公表している。

その後、こういった設計を実現するハー ドウェア、

ソフトウェアの検討が続けられていたがシステムを

実現するには相応の予算処置を待たなければならな

かった。 幸いにも1995年度末に補正予算によって

奈文研の情報システムの一新が可能となったので、

遺跡のデータとしてまず都道府県別の遺跡地図から

文字情報の入力を1996年度より外部発注により開

始した。

ところが当初運用を予定していたワークステーショ

ンのOSのパージョンに対応したデータベースソフ

トのパージョンアップの遅れからそのままでは公開

の貝通しがたたなくなった。

このため、別のワークステーショ ンを用意し、全
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文テキスト検索エンジンを利用したデータベースの

一般公開を開始した。しかし、このシステムもアク

セス時にエラーが発生することがあるなど安定せず、

暫定的に全国のデータを手作業で市町村別に分割し

てリストの公表を合わせて行っていた。

19%年度の終りになってPCサーバを導入し、M

言語を用いたデータベースを構築した。ハードウェ

ア、ソフトウェアの更新はその後も行っているが、

これが現行のシステムである。奈文研内部でデータ

ベースの更新を行うためのシステムと外部にデータ

を公開するためのシステムの2本建てとなっている。

内部用、外部用ともにフィールドは同一で、更新の

日時により若干の新旧はあるものの内容もほぼ同ー

である。いずれもインターネッ ト・イントラネット

対応となっており、検索・更新はクライアントパソ

コンのブラウザから行う。ただし、外部用データベー

スに対しては通常、検索のみが可能である。現行シ

都道府県や市町村などの遺跡を調査する機関におい

て必要なフィールドがあれば、それは各地での事情

や需要に応じて独自項目としてローカルシステムを

構築してリンクし利用するというものである。この

ためセンターシステムである全国遺跡データベース

のフィールドは簡単なもの、地域的な偏在の少ない

ものとなっている。

研院者が必要とするような独自のフィールドにつ

いても個々の研究者においてローカルシステムとし

て構築してもらうのが最も効率的なやり方であると

考えている。

以下、現行の全国遺跡データベースのフィールド

について解説する。このフィールド名などは『埋蔵

文イ回オニュース』75号t却皆のではなく、現在公開中

のデータベースに従っている。

全国遺跡データベースは次の27フィールドで構成
ステムでの一世公開は1999年9月~日より行ってお

り、利用者は登録や課金なく 自由に検索が可能となっ

ている。

口紅斗｜
External Server • block replacement 

reference 

User 

data entry 
retrieval 

Nabunken 

構築初期の遺跡地図データに加えて、各地の新規

の遺跡地図や文化財地名表、古墳の集成といった各

種遺跡地名表から情報収集を行い、レコードの追加

や内容の更新を行っている。また、遺跡の発掘調査

報告書に添えられている報告書抄録の内容によるデー

タベース更新を合わせて行っている。

3 内容

全国遺跡データベースの設計については、 『埋蔵

文イじ財ニュース』 75号に詳しい。現在の知見からす

ると改良すべき点が多々あるが、それらについては

後述することとする。

全国遺跡データベースの基本的な考え方は、奈文

研カt提供するのはデータの核となる部分であって、

する。

ID 

市町村ID

種別

名称、（漢字）

名称（かな）

所初也コード

所在地

境界文化財ID

所有者種別

主な時代

指定区分

調査・発掘の有無

文献の有無

地形図番号

緯度

経度

時代・遺跡種別

立地

現況

保存状況

面積

遺跡地図番号

群集遺跡ID

遺欄焼要



遺物概要

発掘概要

その他概要

これらのフィールドのうち、 「lDJから「経度」

までを共通項目群と呼ぶ。これらは全国遺跡データ

ベースだけではなく、ほかの司ミ動産文イ間オのデータ

ベースにも共通するフィールドである。 「時代・遺

跡種別J以下のフィールドは全国遺跡データベース

に固有のフィールドであり、遺跡項目群と呼んでい

る。

ID 

「所在地コード」と「市町村ID」を組み合わせた

ものの末尾に「種別」コードを加えて、遺跡のIDと

する。 12桁の数字として計画。

市町村ID

遺跡の所在する市町村ごとに遺跡に付与されたユ

ニークな番号。 6桁の数字として計画。

種別

不動産文化財の中での区分のためのフィールドで

遺跡にはすべて「lJが与えられる。ちなみに名勝

には「2J、天然記念物には 「3J、建造物には

「4」、伝統的建造物群には「5J、その他には

「9」を与える計画である。

名称（漢字）

遺跡の名称、ひとつの遺跡に対していろいろな呼

び方がある場合は ／ で区切って並記する。

名称（かな）

遺跡の名称、の読み方をひらがなで記鞍する。ひと

つの遺跡に対していろいろな呼び方がある場合は 「名

称（漢字） 」と対応させて ／ で区切って並記す

る。この「名称（かな） Jは実際に発音した場合の

読みを記載するので、例えば「No.l遺跡」は「な

んばーいちいせき」となる。

所在地コード

自治省が定める全園地方公共団体コードの市町村

コード（5桁のアラビア数字）を使用する。複数の

市町村にまたがる遺跡の場合 ／ で区切って並記

する。

所出也

都道府県名から記載する。町名変更などがあった

場合、資料があれば融庁のものに更新する。複数の

市町村にまたがる遺跡の場合所在地コードの記載と

対応させて ／ で区切って並記する。

境界文化財ID

複数の市町村にまたがる遺跡の場合に、それぞれ

での市町村IDを記載する。

所有者種別

遺跡地の主な土地所有者についてコードを記入す

る。所有者が国は「1」、都道府県は「2」、市町村

は「3J、寺院は「4」、神社は 「5」、法人は

「6」、個人は 「7J、その他は 「9」を与える。

主な時代コード

項目名 コード

旧石器 10 

縄文 20 

弥生 30 

古墳 40 

古 飛鳥白鳳 回

代
奈良 51 

平安 52 

細分不明 69 

中 鎌倉 ω 
世

南北朝 61 

室町 62 

戦国 日

細分不明 69 

近 安土桃山 70 
世

江戸 71 

細分不明 79 

明治 80 

不明 ω 
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主な時代

遺跡の主な時代についてコードを記入する（前ペー

ジの表参照）。

指定区分

遺跡に関しては、国指定特別史跡は「llJ、国指

定史跡は「12」、都道府県指定史跡は「13」、市

町村指定史跡は「14」を入力。

調査・発掘の有無

「O」をなし、 「1」をありとして入力。詳細につ

いては「発掘概要」を参照することとする。

文献の有無

「O」をなし、 「1」をありとして入力。

地形図番号

遺跡の範囲を含む国土地理陪苦行の25ρ00分のl

地形図の地図番号。複数にまたがる場合は ／ で

区切って列記する。

緯度

遺跡位置代表点の緯度。度分秒で表した数値を単

位記号を入れずに表記する。

経度

遺跡位置代表点の経度。度分秒で表した数値を単

位記号を入れずに表記する。

時代・遺跡種別

時代と種別を別のフィールドとして設けただけで

は混乱が生じるため、その組み合わせについてコー

ド化したもの。次ページに表を掲げる。

組み合わせを用いるのは、例えば、複合した遺跡

で縄文時代の集落と弥生時代の墓が発見されていた

「旬、扇状地 「4」、 低地平地旬、水底

「6」、それらに該当しない島については島蝋「7J

を与える。

現況

コードを入力。市径i地・集落は 「lJ、道路は

「2」、墓地は 「旬、草剤乍地は 「4」、山林・原野

は「5J、河川は「6J、その他は 「9」を与える。

保存伏況

コードを入力。遺跡全体が良く保存されている場

合は保存として 「l」、遺跡の一部が破壊されてい

る場合は不良として「2」、遺跡全体が消滅してい

る場合は消滅として「3」、不明は「4」、その他は

「9」を入力。

面積

遺跡の面積の実際の値を1平方メートル単位で記

入。概数の場合も末尾のOを略さずに記述する。

遺跡地図番号

文化庁編『全国遺跡地図』での遺跡地図番号と遺

跡一連番号。この遺跡地図にないものについては空

欄となる。

群集遺跡ID

古墳群の場合などで、個々の遺跡のほかに群全体

にも市町村IDが振られている場合それを記入する。

遺構概要

遺精に関する概要を情報源とともに記入する。

遺物概要

遺物に関する概要を情報源とともに記入する。

場合、時代が「縄文」 「弥生」、種別が「集落」 発掘調要

「墓」とだけデータ登録されていたのでは、縄文時 発掘調査に関する概要を情報源とともに記入する。

代の墓も発見されているような誤解が生じるためで

ある。

立地

コードを入力。山地は「lJ、丘陵は「2」、台地

その他概要

当該遺跡に関する記載のある文献名や、変更前の

遺臨幡号などを記入する。



コード

居 住 集 落 生産関連 墓 ． 祭紀 その他

その 散布 その

集落洞穴貝塚宮都官街城館交通 窯 田畑 製塩 製鉄 墓 古墳 横穴 祭紀 経塚 社寺 集石
他 地 他

！日 石 器 1001 1002 1003 1007 1012 1013 1016 1019 1020 1021 

縄 文 2001 2002 2003 2007 2010 2012 2013 2016 2019 2020 2021 

弥 生 3001 3002 3003 3007 3009 3010 3012 3013 3014 3016 3019 3020 3021 

古 墳 4001 4002 4003 4007 4008 4009 4010 4011 4012 4013 4014 4015 4016 4019 4020 4021 

飛鳥白鳳 5001 5002 5003 5004 5005 5006 5007 5008 5009 5010 5011 5012 5013 5014 5015 5016 5017 5018 5019 5020 5021 

古
奈 良 5101 5102 5103 5104 5105 5106 5107 5108 5109 5110 5111 5112 5113 5114 5115 5116 5117 5118 5119 5120 5121 

代
平 安 5201 5202 5203 5204 5205 5206 5207 5208 5209 5210 5211 5212 5213 5216 5217 5218 5219 5220 5221 

細分不明 5901 5902 5903 5904 5905 5906 5907 5908 5905 5910 5911 5912 5913 5916 5917 5918 5919 5920 5921 

鎌 倉 6001 6002 6003 6004 6005 6006 6007 6008 6009 6010 6011 6012 6013 6016 6017 6018 6019 6020 6021 

中 南北朝 6101 6102 6103 6104 6105 6106 6107 6108 6109 6110 6111 6112 6113 6116 6117 6118 6119 6120 6121 

室 町 6201 6202 6203 6204 6205 6206 6207 6208 6209 6210 6211 6212 6213 6216 6217 6218 6219 6220 6221 

世 戦 国 6301 6302 6303 6304 6305 6306 6307 6308 6309 6310 6311 6312 6313 6316 6317 6318 6319 6320 6321 

細分不明 6901 6902 6903 6904 6905 6906 6907 6908 6909 6910 6911 6912 6913 6916 6917’ 6918 6919 6920 6921 

近 安土桃山 7001 7002 7003 7004 7005 7006 7007 7008 7009 7010 7011 7012 7013 7016 7017 7018 7019 7020 7021 

江 戸 7101 7102 7103 7104 7105 7106 7107 7108 7109 7110 7111 7112 7113 7116 7117 7118 7119 7120 7121 

世 細分不明 7901 7902 7903 7904 7905 7906 7907 7908 7909 7910 7911 7912 7913 7916 7917 7918 7919 7920 7921 

明 治 8001 8002 8003 8004 8005 8006 8007 8008 8009 8010 8011 8012 8013 8016 8017 8018 8019 8020 8021 

不 明 9001 9002 9003 9004 9005 9006 9007 9008 9009 9010 9011 9012 9013 9014 9015 9016 9017 9018 9019 9020 9021 

時代・遺跡種別（2010)
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4 検索

実際の利用はW'vVWのブラウザから行う。従って

比較的新しいパージョンのブラウザが動作するイン

ターネットにアクセスできるパソコンからであれば

利用可能である。

データベースは奈文研のホームページ、 http://

wvvw. nabunken.gojp、からアクセスする。簡単

な説明のページがあり、検索を選択すると、単純な

構成の検索要求画面となる。検索は基本的に全文強

索でフィールドを特定せずに行う。オプションとし

てフィールドを指定した検索も可能である。

例えば「茶臼山」を検索する場合はただ単に検索

の言葉の欄に「茶臼山」と入力して探せばよい。現

在、全体で224260件の遺跡が登録されていて、 「茶

臼山」でヒットするのは379件であり、 1ページに

16件ずつが表形式で表示される。これを一覧表示と

呼んでいる。次ページ上段を参照。フィールドとし

て「名称（漢字）」に「茶臼山」を含むものとして

指定すると、 360件がヒットする。

検索を繰り返すことで絞り込みを、 l回の検索に

際して検索語句の欄に複数の検索語句をスペースで

区切って表記することによってOR検索を行うこと

が可能である。

それぞれのデータについて言糊な情報を得たい場

合は、一覧表示の各列の先頭にある番号をクリック

することで、詳細表示を行う。次ページ下段参照。

後に述べるようにフィールドによってはデータが入

力されていないものがある。

5 問題点

現行のシステムはフィールド構成の設計から時間

市町村ID

データベースの設言祁寺には整数を想定していたが、

実際の資料では、英字やハイフンあるいは枝番など

が含まれていることもある。都道府県単位の番号だ

けで市町村としての遺跡番号がないところがある。

また、市町村合併により番号などは当然重複が出

てくるがそれをどのように処置するかカ挟まってい

ない上、同一市町村内においても番号の変更がかな

り頻繁なことがある。

以上のように現在入力に用いている湖斗からは同

一市町村内においてすべての遺跡に付与されていて

かつユニークな数字としての「市町村IDJを得るに

は無理がある。

名称（漢字）

現状ではこのフィールドが遺跡を弁別するための

キーとなっている。 キーとするためには同一市町村

には同一名称の遺跡はひとつしか存在してはいけな

いことになるが、 完全にそうなっているわけではな

い。また市町村合併により同一名称となってしまう

場合もあり得る。

名称を持たない遺跡も数多く遺跡地図には記載さ

れておりそれらを適切に処理する必要がある。所在

地名から00所在遺跡といった仮称を与えるのもー

案であるが、その際は仮称が本データベースによる

独自ものであることを「その他概要」に示す必要が

あろう。

遺跡名の変更も頻繁に起こるのでどれとどれを同

一遺跡と判断するかむつかしい。これは遺跡範囲の

変更とも連動している問題である。

名称を複数持つ遺跡も存在する。この場合は主た

る名称がどれであるかを判断しなくてはならない。

がたつていることもあり、 種々の問題点がある。もつ 所恒也

ともシステム自体の問題ではなく、遺跡あるいは遺

跡地図そのものが持つ性質による問題点も多い。ま

ず、前者から検討する。

5.1 現行のフィールドに関する問題点

ID 

下記のように適切な 「市町村IDJを得ることがで

きないために 「ID」をキーとすることができないレ

コードがたくさん存在する。

所在地の記載をどこまで詳しくするかは資料によっ

て異なる。広範囲に渡る遺跡の場合、所在地をいく

つか ／ で区切って並記することになる。地名表

記の変更もかなり頻繁におこる。旧地名を「その他

概要」に記載しなくてはならないこともあろう。地

名だけが変更された時、その地名に基づいて命名さ

れた「名称jだけが残って「名称」の由来が不明に

なるためである。

境界文化財ID



語句をスベース区切りで並べるとOR検索になります．
フィールドIi定で、指定したフィールドのみを検索対象にできます．
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「市町村IDJを設定できない遺跡についてはこの

のフィールドも充分に機能できない。

所有者種別

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。ある程度の範囲のある遺

跡に対してその土地所有者を決定するのは判断基準

の詰緬な提示がないと不可能である。現在使用して

いる素材からは所有者について充分な情報が得られ

ないためにこのフィールドは空欄であることが多い。

主な時代

資料の時代の提示の仕方がまちまちであり、記載

が難しい。特に長い時代にわたる遺跡の場合どれが

主たる時代であるかの判断材料がないことが多く、

羅列した記載になる（嗣がある。現状では複数の「主

な時代」をfl寺代順に表記しており、主な「主な時代」

順になっているわけではない。

指定区分

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。指定区分の記載について

は種類がごく限られているので、自然言語で記述し

ても問題は少ないと考えられる。

調査・発掘の有無

設計ではこのフィールドの値としては有無を表す

「O」か「1」がはいるだけである。このフィールド

を設ける意義は少ない。

文献の有無

設計ではこのフィールドの値としては有無を表す

「O」か「1」がはいるだけである。このフィールド

を設ける意義は少ない。設計では全国遺跡データベー

スと平行して不動産文化財文献情報データベースを

構築することとなっていたが、実現していない。全

国遺跡データベースと不動産文化財文献情報デ、ータ

ベースとは「ID」でリンクを貼ることが計画されて

いたが、前記の理由で「IDJを有効に利用すること

ができない1犬況にある。

緯度

秒の部分については小数点以下の表記も認める。

経度

秒の部分については小数点以下の表記も認める。

時代・遺跡種別

遺跡について検索する場合このフィールドが一番

キーとなる。従って、時代および種別についての区

分や表記は常に最善のものでなくてはならない。

北海道や沖縄県方面での時代区分との対照も明示

する必要があろう。

立地

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。広域遺跡において主な「立

地」をどうやって認識するか、その区分とともに検

討する必要がある。

現況

ハードウェアの高速化・大容量化によりコー ド化

する必要性は薄れている。広域遺跡において主な 「現

況」をどうやって認識するか、その区分とともに検

討する必要がある。

保存伏況

ハー ドウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。 「保存状況jについても

前ふたつのフィールドと同様の問題が荷主する。ほ

んの一部でも破壊されていたら「完存」ではないと

なると「完存」の遺跡はなくなってしまうことにも

なるので、区分については基準の提示カ泌、要となろ

つ。

面積

町面積Jについての記載がある情報源が少ない。

群集置跡ID

「ID」がうまく機能していないことからこの

フィールドも充分に機能していない。

遺構概要

どこまで詳しく記述するかについて検討が必要。

ただ、表記について椋洋化することは困難である。



地理情報システムを用いた城下町の復原的研究

一彦根城下善利組足軽屋敷地区を中心として一

Restoration-Study on the old castle town Hikone with the GIS 

生方美菜子 演崎一志

Min北oUBUKATA Kazushi HAMAZA阻

滋賀県立大学大判完人間文化学研究科地域文化学専攻

干522-8533 滋賀県彦根市八坂町2500

Graduat.e Student of human cultures, The University of Shiga P児島cture

2500 Hassaka-cho,Hikone,Shiga 522-8533 

あらまし：都市には多くの情報が隠されている。例え陪街区、

宅地の形態・規模や、その場所に関わる情報などが現況の中に

潜在している。これらの性格の異なる情報は文字情報としてと

らえることもできるが、情報量が膨大なものとなるため鮒捕の

歴史研究をす寸めていく上で、大きな困難と混活凶王生じている。

そこで地理情報システムを用いてこれらの情報の有すが舌用が

できなし、かと考えた。本研究は彦報城下町を対象とし、城下町

景観の特徴を顕著に残す足軽屋敷の変遷やその現況を分析する。

対去としては位置↑静匝を表すディジタルマップに属性情報を表

すデータベースをリンクさせる。さらに、測量精度の高い古絵

図をラスターデータとしてはりつけることにより、歴史的都市

の骨格の変遷をたどり、文字情報とリンクして新たな視点から

都市の復原ができないかと考えた。今回は、測量精度、描画技

術の高く城下町景観を詳細にあらわす「街城下惣絵図Jをその

背景にはり、現状及び動防時代との比較の時空間分析を試み

た。さらに景観要素を抽出し、ディジタル化を検討する。本研

究は、それらの要素のより適切な閉塞づけを、空間情報と時系

州育報の両方面から目指し、地域文化財の保存を念願におき、

紺盟情報システムを用いた歴史的景観復原を試みた。

Outline: Many information is hidden in the αW For example, 

the form and the民aleofa旬wn-block叩 da housing site, the 

information in connection with the place, etc. are latent in 
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I、はじめに

近年、地域文化財に焦点をおき、その地域の景観復

原を試みるにあたり地理情報システム（GIS: Geographic 

Infonnation System）が利用されはじめている。地理

情報という視点から景観復原を考えていくと、それら

の代表的な資料として、古絵図、紙地図、位置情報が

テキストとして含まれた文献史料、航空写真等がある。

これらの位置情報と歴史的情報を用いることによって、

様々な時空間分析が可能となる。

しかし、それらの地理情報システムを用いて時空間

分析を行っている現状は、手法を前T錯誤する段階で

ある。古絵図のデータベース化による時系列分析、歪

み補正や正図化による空間分析が行われているが、指

標となるものは未だできていない。歴史的環境及び景

観、地域文化財の情報を含むものをディジタルデータ

として変換し、地理情報システム上で用いていくのが

し、かに困難であるかをあらわしている。

地理情報システム上で用いられている代表的な要素

としては、ベースマップとしてのベクターデータとそ

の参照のためのラスターデータ（画像データ）、そして

データベースとしてテキストデータのリンクが考えら

れる。本研究は、それらの要素のより適切な関連づけ

を、空間情報と時系列情報の両方面から目指し、具体

的に単一の地域を対象にし、地域文化財を念5頁におき、

地理情報システムを用いた景観復原への試みたし、。

2、研究の対象・目的

彦根は、城郭と城下町が揃って残っている。その城

下の足軽屋敷地区は町人地の立花町・魚屋町とともに

その面影を色濃く残す地区のひとつである。彦根市は

将来的に足軽組屋敷を残してし、きたし、と考え、また、

現在そこに住んでおられる方々からも残していきたい

とい列島、希望が出ている。特に、善利組足軽屋敷で

は保存会も設立されており、地域の人たちの足軽屋敷

への強い愛着のある地区である。これまでには彦根藩

足軽祖屋敷の平面型についての研究（1998 室谷）が

なされている。

それらの保存という視点からそのさきがけとして、

足軽屋敷の景観復原を地理情報システムを用いて試み

るのが本研究の目的である。古絵図、文献史料に含ま

れるテキストデータのデータベース等の位置情報及び

属性情報を地理情報システムのソフトウエア＜AutoCAD

Map 2000＞上にと りこみ、現状と当時の状態を彦根城

下・足軽屋敷中心に分析する。

3、方法

本砂F究においては、 GISソフトウエア＜AutoCAD Map 

2000＞を用い、ベースマップとしてのディジタルマッ

プ、背景としての画像デー夕、テキストデータである

データベースをとりこむ。基本となる彦根ディジタノレ

マップのオプ、ジェクトにテキストデータであるデータ

ベースをリンクさせ、建物と照合させる。同時に、背

景として絵図・航空写真の画像データをレイヤー構造

のなかに配置し、現状と当時との比較を行う。

3-1 ベースマップ

3-1-1 ベクターデータ

O彦根ディジタルマップ

地理情報システム利用という観点からベースマップ

として不可欠なのがベクターデータである。その基礎

資料として代表的なものが国土地理院発行の数値地図

2500（空間データ基盤）である。しかし彦根市近郊はま

だ発行されていなし、。そこで当研究室において平面直

角座標系第VI系にのっとって紙地図からデ、イジタイザ

で入力するベクターデータのディジタルマップを作成

した。入力に用いた紙地図は、彦根市現状平面図（縮

尺 1/500）及ひ郁市計画図（縮尺 1/2500）である。従

って、オブジェク トひとつひとつに座標情報が盛り込

まれている。

主に閉じられたポリラインで構成している建物オブ

ジェクトをトポロジー化しポリゴンとした。建物ごと

に、地籍地番の情報を付し、それを＜キー＞とし、地

物とデータベースをリンクさせる。地籍地番を用いる

理由は、建物の位置情報が住居表示の番号と地籍地番

がそれぞれ別個に併在しているところにある。また、

地籍地番は規則性をもって配置され、今後変化する可

能性が少ないと推測し、位置情報の基盤として採用し

た。ここでは「BL回胤P 住居表示地番対象住宅地図」

を用いて入力した。

3-1-2 ラスターデータ（画像データ）

O 哨蹴下惣絵図J（天保七年 1836)

一彦根城寧物館蔵－

6枚分割の絵図として伝わり、伝存する城下町袷図と

しては最も詳細なものとされる。方位や距離などは若

干の誤差はあるものの、江戸時代後期の城下の形態を

ほぼ正確に伝えていると考えられる。善利組足軽屋敷

地は約七百戸を数え、城下の足軽組屋敷のうちで最も

戸数の多い地区であることを示している。



構成要素としては、屋敷地領域の位置情報とそれに

付されている氏名・身分・間口サイズの文字情報を主

として、道・河川・溝等が描かれている。

－部分画像データとして解像度 600dpiで街区ごとにス

キャニングしたものを貼り付ける。歪みの著しいもの

は伸縮させる機能（ラノtーシーティング＝幾何補正）

で調整する。これは表記されている氏名が読み取れる

程度である。

・全体画像データとして、解像度 200dpiで足軽屋敷全

体をスキャニングしたものを貼り付ける。これは屋敷

地調の輪郭を視覚で捉えられる程度である。

0航空写真（昭和五十七年 1982) 

－部分画像データとして解像度 600dpiで足軽屋敷の部

分をスキャニングしたものを、背景として貼り付ける。

これは建物の輪郭を視覚で捉えられる程度である。

－全体画像データとして解像度 200dpiで区画ごとにス

キャニングしたものを、背景として貼り付ける。

0航空写真（昭和三十六年 1961) 

・解像度 300dpiでスキヤニングしたものを、背景とし

て貼り付ける。

0航空写真 ・米軍撮影（昭和二十二年 1947) 

・解像度 300dpiで、スキャニング、したものを、背景とし

て貼り付ける。

3 2 テキストデータ

O彦根民家調査カルテデータベース

当大学人間文化学部生活文化学科土屋研究室が調査

しデータベース化したものを用いた。主に昭和前半以

前の民家を対象にしている。

－地籍地番を＜キー＞とし、彦根ディジタルマップ及

び県税薪課作成の昭和 20年以前建築の民家データベー

スとリンクさせる。

0家屋台帳・昭和20年以前建築の民家データベース

県税漉課が、昭和 20年以前に建築された建物をデー

タベース化したものである。所在地は地籍地番で表記

されている。

－地籍地番を＜キー＞とし、彦根ディジタルマップ及

び彦根民家調査カルテデータベースとリンクさせる。

0 「街城下惣絵図」（天保七年 1836）データベース

屋敷地領域に付されている氏名・身分・間口サイズ

の文字情報をデータベース化したものである。そのひ

とつひとつのレコードは屋敷地領域ポリゴンに付して

し、く。

3-3 分析手法の検討

ここで二つの視点でもって、分析のより有効な手法

を検討する。

3-3-1 マクロ的

彦根城下町全体から足軽屋敷地区に向けて視点、を運

び、いかにも上空から彦根城下町を見ているかのよう

に、城下町全体の景観を概観する。地形・街区・河川｜・

堀割等の変化を分析する。

0彦根ディジタルマップ

0 「御城下惣絵図」灰保七年 1836)

O航空写真（昭和五十七年 1982) 

0航空写真（昭和三十六年 1961) 

0航空写真 ・米軍撮影（昭和二十二年 1947) 

0家屋台帳・昭和20年以前建築の民家データベース

3-3-2 ミクロ的

足軽屋敷地区から屋敷地及び民家等に向けて視点、を

運び、いかにもその屋敷群を歩いているかのように、

足軽屋敷の町なみを概観する。データベースとリンク

させることによって、町なみの塀や生垣の連続面、道

幅、溝、民家一軒一軒そしてそのディテールに及ぶま

で分析する。

0彦恨ディジタルマップ

0 「御城下腕組灰保七年 1836)

O航空写真 （昭和五十七年 1982) 

0航空写真 （昭和三十六年 1961) 

0航空写真 ・米軍撮影（昭和二十二年 1947) 

O彦根民家調査カルテデータベース

0家屋台帳・昭和20年以前建築の民家データベース

O 「御城下惣絵図J（天保七年 1836）データベース

3-3-3 分析対象の善寺｜胤足軽屋敷につし、て

足軽居住区というのは50石以下の武士の居住して

いた地区で、 江戸時代には簡単な塀、棟円のついた平

屋の妻入り、ないし平入りの足軽屋敷が並んでいた。

その足軽居住区において長屋の建築が多いのが特色で

ある。今回はケーススタディとして足軽屋敷における

長屋に焦点をおく。このデータは、当大学人間文化学

部生活文化学桝士畳研究室が調査したものである。

長屋は都市における借家人住宅で、 外見上は町家と

ほぼ同じで道に面しており、異なるのは境壁を隣同士

で共有して建っている点である。また、間口が町屋よ

り狭いなど、建築物としての質は高くない。長屋の分
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類として a平屋、 b低長屋、 c高長屋がある。 bは低二

階長屋をしめし、 cは高二階長屋を示し、隣と 2軒にま

たがって、入母屋破風のついたものもある。データ上

ではa平屋、 b低町家、 c高町家と記している。長屋の

経年変化をみると、明治元年では圧倒的に低町家が多

く建設されているものの、それ以降はほとんど建てら

れていない。逆に、高町家は明治後期頃から徐々に建

て始められ、大正後期には大半は高町家になっている。

この傾向は町家と同様で使い勝手のよい高町家タイプ

の長屋が受け入れられていたことが考えられる。足軽

居住区は武士居住区と同じような変遷がみられ、江戸

時代からの足軽屋敷は多く残ったものの、明治に入っ

てからは町家々塀付2階建が主流となっている。

このほかに間口サイズにも顕著な傾向が見られる。

このように、彦根民家調査カルテデータベースの各

項目から、身分的居住区、建築種別、建築年代、表構

え等の分類によって足軽屋敷の町なみの変遷、現状に

おける残存状態をつかむことができる。

3 4 「街城下惣誕潤jディジタノレ化の試み

ここで用し、た「街城下惣絵図J出絵図をスキャニン

グした画像デー夕、いわゆるラスターデータである。

彦根ディジタルマップは建物の位置情報の盛り込まれ

たデ、ィジタノレデータで構；成されている。今回ミクロ的

にみた場合、ラスターデータの状態では「御城下智絵

図」はデータベースとリンクできない。さらに、絵図

は屋敷地領域を示しており、現況との比較は建物の重

なりを視覚的でしか判断できない。しかし、ラスター

データには重要な景観要素が含まれているので、それ

らをし、かに抽出・認識するか、 言い換えてみれば、ラ

スターデータの景観要素をいかにベクター化するかが

重要な問題である。方法としては、認識・抽出の判断

基準を定め、ラスターデータをトレースし、ベクター

データを作成することである。今回は屋敷地領域と道、

河川、水路、溝等をトレースしベクターデータとする。

そして「御城下惣絵図Jの主構成要素である氏名・身

分・間口サイズ等をデータベース化したものを位置情

報でリンクさせる。

4 考察

彦根城下町形成後において「御城下惣絵図」とし、う

精度の比較的高い絵図を背景にして、彦根ディジタル

マップ、航き空写真を貼り時系列で比較した。絵図に

座標値は表記されていないため、城下町当時の地点と

変化がないと予想のつく地点、を対照点として貼りつけ

る方法がある。この方法はその地点、の一致が大前提と

なるが、その同定ができれば、絵図の貼り込みは非常

に有効になる。あまりにも歪みが著しい場合上記した

とおり伸縮させる機能（ラパーシーティング＝幾何補

正）で調整するが、今回マクロ的にみる場合にその必

要性はなく、 2点を対照させ縮小拡大編集のみで済ま

すことができた。

上記の二つの分析手法から以下のことが言えるであ

ろう。街区及び道幅はほとんど変化せず現在にいたる

と考えられる。また、「街城下惣絵図」のひとつひとつ

の屋敷地領域をみていくと、当時の屋敷地配列を推測

することができる。建物の変遷はわからないが、現況

と比較して屋敷地の配置にそれほどの変化がないこと

が推測できる。このようにラスターデータという画像

としての情報のままに、時系列で照合できる絵図の貼

りこみは有効であると考える。

また今回は「御城下惣絵図Jのベクターデータ化を

試みた。上記のラスターデータの貼り込みから得られ

る情報以上のものが期待できる。それは絵図の屋敷地

領域ポリゴンと建物ポリゴ、ンのオーバーレイにより、

絵図から作成したテキストデータベースの構成要素の

氏名・間口サイズの比較ができることである。

しかし、より有効かっ適当に利用するには課題は多

い。文字情報及び図や絵をどのように分析させていく

かだが、それは要素ごとにデータベース化することが

適当であろう。どのような項目を設定したらいいのか

等いかにデータベースイ七するのか、が課題である。

今回は主に「御城下惣絵図」を用いて、景観要素の

抽出とベクターデータ化、文字情報のテキストデータ

化、そしてそれらのより適切なリンクを目指し、現況

の比較を行い、手法の一つの試みとした。しかし、そ

のより有効かっ省力的な方法を検討してく必要がある。

例えば、今回は、「御城下惣絵図Jで試みたが、彦根城

下町に関する絵図の一つである「彦根藩侍屋敷之図J

（文政十二年 1829）の写しからも同様の試みをする

ことで、更にその変遷と分布分析を多元化できるだろ

つ。

5、今後の課題

地域文化財という観点から景観復原を考える時、文

献史料・絵図が重要な史料である。今後はその史料か

ら、いかに景観要素の抽出をしていくか、が最重要課

題であると考える。地域文化財の要素としては、寺社



仏関・樹木植生・河川I.水路・溝等が考えられるが、

それらは位置情報の確立が困難である。例えば絵図の

場合、測量精度や描画技術、紙ベース資料ゆえの劣化

等の問題も潜在している。それらの問題も加味しなが

ら、その要素を史料から認識・抽出し当時と現状とを

比較・検証し、地域文化財を分析するということが重

要であろう。もう一段階としてその要素をし、かにベク

ターイじするかとし、う手法の検討が多分に必要である。

今後は、系統立てて時間軸で追ういわゆる時系列分析

の可能性を探り、その手法を検討していきたし、。

＊景観…本研究において、地理学的視点から、景観と

は周辺空間とはっきり識別できるような一定の特徴を

有する空間単元を形成しているもの、として捉えてい

る。

＊地籍図・蝉幹也番…明治 6年（1873)7月、糊且改

正条例が公布され、土地の測量作業が本格化する過程

で、村ごとに縮尺 600分のlの地籍図が作成された。

地券取調総絵図、地ヲl絵図などと呼ばれるこの地籍図

は土地一筆ごとに境界、地番、面積が記入され、地目

が屋敷、田、畠などによって彩色されており、小字名

が記載されている。
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0ラスターデータ（画像データ）

一一一一一一一一
貼り付け範囲 縮尺 解像度

「御城下惣絵図J 足軽屋敷 1街区 600dpi 
（天保七年 1836) 

足軽屋敷全体 200dpi 

航空写真 足軽屋敷全体 1110000 600dpi 

（昭和五十七年 1982) 
彦根城下ほぼ全域 200dpi 

航空写真 彦根城下ほぼ全域 1110000 300dpi 

（昭和三十六年 1961) 

航空写真・米軍撮影 彦根城下ほぼ全域 1140000 300dpi 

（昭和二十二年 1947) 

0テキストデータベース（フィールド一覧とキー設定）

＼ ＼＼＼  
彦根民家調査カルァ DB 家屋台帳・昭和 20年以 「御城下惣絵図J

前建築の民家DB （天保七年 1836) DB 

主な項目 〈キー〉 旧住所（地籍地番） 所在地（地籍地番）

現住所

建築年 建築年

氏名 氏名

土地身分 身分

用途

延床面積

1階面積

間口 関口

1階軒高

2階軒高

建築種別武士住宅

建築種別町家

建築種別長屋

改造（度数評価）

町家

屋根

卯建（有無）

地棟（本数）

袖壁（有無）

軒裏

2階壁面

2階後室

2階開口部

1階開口部

門

塀

塗箆

他

68 
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考古学データペースにおける検索エンジンの研究

あらまし

Implementation of a Retrieving Engine 
for an Archaeological Database 

三浦宙明 小淳一雅

Hiroaki MIURA and Kazumasa OZAWA 

大阪電気通信大学大学院

干572-8530 大阪府寝屋川市初町18-8

Graduate school, Osaka Electro-Communication University, 

Neyagawa・shi, Osaka 572・8530,Japan. 

本論文では前方後円墳データベースにかかわる検索エンジンについて述べる。最初に、

前方後円墳データベースを構成する主な項目について概説する。これらのデータ項目は、

前方後円墳に関する考古学的研究において重要な役割をはたすと考えられるものにしぼら

れている。次に、前方後円墳データベースがインターネット上で公開され、考古学的視点

から多くのユーザーが関心を持って利用することを前提に、考古学データベースのための

検索エンジンがいかにあるべきかについての考察を述べる。本論文では、試案として具体

的に検索エンジンを構築し、これについて検討を行う。

Summary 

This paper presents a retrieving engine for an archaeological database of Japanese 

ancient tombs. First, the basic items composing the database are illustrated, which 

have been playing key-roles in archaeological study on Japanese ancient tombs. 

Second, a technical discussion is made on how to build a retrieving engine, provided 

that many people use the database through the internet. It would be very important 

that our retrieving engine should be friendly to users in archaeology who are 

necessarily not fa皿ilier to any machine retrieving procedure. This paper presents 

tentative implementation of a retrieving engine and some examples of information 

retrievals from the database using the engine. 

キーワード 考古学／データベース／古墳／検索エンジン

Keywords archaeology I database I ancient tomb I retrieving engine 
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1.はじめに

前方後円墳は約 15 0 0年前（ 4世紀から

6世紀にかけて）につくられた巨大な墳墓の

ことである。前方後円墳は北海道・青森・秋

田・沖縄をのぞく 43県に存在し、およそ5

8 0 0基ほど遺存していると考えられる。

本研究ではその古墳 1基ごとに、築造され

たと考えられる“推定時期”、古墳の大きさや

形態を表す“7部位”、現在その古墳がどの程

度の状態で依存しているかの“崩壊度”など

のデータ項目を設け各データ項目を原簿カー

ドに記述している。近年、データベースを web

で公開するために、特に必要とされる 40項目

についての電子化作業を進めてきた。

これら大量のデータから特定の前方後円墳

にかかわる学術的情報を検索することは容易

ではない。そこで、できる限り効率よく所望

の情報を検索するためのシステムが必要とな

る。また、前方後円墳データベースを利用す

ると思われるユーザは考古学に対して仮りに

理解が深くとも、検索エンジンで用いられる

AND・OR等の論理演算については、やや抵

抗があると考えられる。本研究では、よりユ

ーザーフレンドリな情報検索手順をめざして

CGIを用いた検索エンジンを試作した。

2.前方後円墳データベース

前方後円墳は時代と地域によって型式が変

イじする。データベース佑にあたり 40種類の

項目を設定している。以下主要項目について

要約する。

2-1主要項目

古墳名にかかわる項目群

古墳名を漢字で表記し、またカタカナで読

みを示す。さらに将来検索エンジンの英語化

を見越してローマ字 （ヘボン式） 表記も併用

する。

緯度・経度にかかわる項目

前方後円墳の緯度・経度は各基ごとに後円

部の中心の位置をデジタイザで測定した計測

値である。

古墳形態にかかわる項目群

前方後円墳データベースを構成する古墳は、

ほとんどが前方後円墳であるが（図 l前方後

円墳）、少数の例外的古墳も収録している。す

なわち、帆立貝式古墳・前方後方墳・双方中

円墳・上円下方墳である。 一方、前方後円墳

の基本形状を決定づける重要な要素としての

墳正の7つの計測値も収録している（図27 

部位）。

その他にかかわる項目群

他のデータ項目として、巨大古墳に近接す

る小規模の古墳で、巨大古墳に関連して営ま

れたとされる陪塚、古墳の表面の装飾にかか

わる葺石や埴輪、古墳内部の遺物や石室など

の項目が存在する（表1データ項目）。

a 

図 1前方後円墳（仲津山古墳）

e~ 奇一

骨一

骨一

←一一→。
墳丘長…首壌の紛糾の長さ（a)
前方都轍…前方都の舗の長さ（b)
前方都高…前方都の禽さ（c)
後門部径一後円部の径の主義さ（d)
後円陣痛…畿内部の高さ（e)
〈びれ部縮…〈びれ部の幅の長さ（ f)
〈びれ郡高…〈びれ都の高さ（g)

図2 7部位



2-2原簿カード

先に述べたデータ項目をもとに、 1基の古

墳を 1枚の紙カード（原簿カード）に記述す

る。
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図3原簿カード

図4電子他支援ツール

府県データファイル

岩ミ手県デ司タファイル

宮城県ヂ市須ファイJj,

山静県データファイル

櫨島県デ，－11ファイJI,

2-3電子化

カード化した古墳のデータをもとに電子化

支援ツールを用いて、府県データファイルの

形式で電子化する。府県データファイルは図

5のような構造をしている。また、各ファイ

ルは、図 6のようにデータ項目を“＃”で区

切り、 1行 (1レコード）に 1基の古墳デー

タが記述されるように作成される。

図5

·~鹿児島県付加｜
府県データファイルの構造
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図6 大阪データファイルの一部
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3.検索エンジン

考古学データベースのための検索エンジン

がいかにあるべきかを考慮したうえで、シン

プルなキーワード入力形式の検索方式を選択

した。また、 AN D・OR等の論理演算を表面

上に出さず、ボタン操作の繰り返しによる絞

り込みを行えるよう、ユーザーフレンドリな

検索エンジンをめざした。

本研究での特徴として、全国一斉に古墳の

検索を行うのではなく、各県または地方ごと

の選択を行い、該当地域から古墳の検索を行

うことにある。これは全国に対して単純な検

索（例えば古墳形態が前方後円墳を検索）を

行うと 5000基を越す古墳が該当データとし

て返ってきてしまい、取り扱いが繁雑になる

からである。

検索エンジンの流れとしては、始めに古墳

データを先に述べた府県データファイルから

1行ずつ読み込み、“＃”ごとにデータを切り

分ける。次に検索側の入力する検索文字（キ

ーワード）が、対応したデータ項目に含まれ

ているかどうかについてパターンマッチを行

う。この作業を選択したすべての古墳データ

に対して行い、必要であればこれら該当古墳

にAND演算を用いた絞込み検索を行う。

しかし、単に文字列のパターンマッチでは

問題が起こることがある。例えば、方位の場

合において“東”を選択すると“束”だけで

なく“北東”のように“東”を含むすべての

方位が該当となってしまう。そこで、方位の

場合はデータ項目とキーワードが完全一致の

場合のみを該当古墳として検索を行う。また、

墳正長など検索項目が数値の場合、“486mの

古墳を調べたい”というような検索要求はま

れであって、大方は“300m以上500m以下”

のように特定範囲で検索を行うと考えられる。

そこで“300-500”と入力する事で数値の範囲

検索が可能となり、目的の古墳を絞り込むこ

とが出来ように設計した。

上記の繰り返しにより絞り込まれた古墳か
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ら、詳細データを表示させたい古墳を選択し

情報を表示させる。また、データ項目の 7部

位から前方後円墳の復元形を推測し、数値だ

けでなく画像として古墳形態を表示させてい

る。

本検索エンジンは、 Perl言語でプログラム

された CGI(Common Gateway Interface) 

によって検索を行うものであり、 webに繋が

っているパソコンであればブラウザを用いて

すべてのマシンで利用できる。また、古墳の

復元画像のアプレツト部は JAVAによって構

築し、ブラウザの画面に組み込んで表示をさ

せている。

／
1
＼
 

START 

県又は地方の検紫

検索項目の選択

検索文字の入力

検索結果の表示

No 
Yes 

県又は一括で古境を表示

言羊縦デ－~の表示

＼
t
f
J戸＼ 

END 

図6検索の流れ



4.実行例

ここでは、つぎの実例をもとに、本検索エンジンによる絞り込み過程を示す。

【例】検索キーワード
地域＝“近畿地方H ，古墳名＝“天皇”を含む，墳丘長＝“300m以上500m以下”

図7

図8

図9

Setp 1 

左図が検索エンジンの Topページである。

チェックボックス型の選択画面であって、

地方別の近畿地方にチェックを入れること

で地域の選択を行うことが出来る（地方別

で近畿地方を選択し、また県別で大阪や京

都を選択しても二重検索は行われない）。

［論理演算OR]

Setp 2 

Step 1より“選択された県は、三重・滋

賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山、以上7

県です”と表示される。

次に“古墳名に天皇”を含む古墳を検索

したいので、検索項目を“【古墳名】漢

字”検索文字を“天皇”と入力し検索開始

ボタンを押す。

［論理演算AND]

Setp 3 

絞り込みにより、京都3基・大阪11 

基・奈良9基の古墳が該当古墳であると結

果が表示される。

ここで、さらに古墳を絞り込みたいので

検索項目を“【7部位】墳正長”検索文字

を“300-500”と入力し再び絞り込みボタ

ンを押す。

［論理演算AND]

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 77 



図11 

図12 
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Setp4 

二度にわたる古墳の絞込みにより、該当

古墳は、大阪5基・奈良 1基まで絞り込ま

れた。ここで古墳名を表示させるため、県

別文は一括表示を選択し該当古墳名を表示

させる。県別表示の場合は各県の“該当古

墳数”を、一括表示の場合は“上記の古墳

を一括表示”部分をクリックする事で該当

古墳名が表示される。ここでは該当古墳数

がそれほど多くないので、一括表示を選択

する。

Setp5 

左図のように検索結果が表示されるので、

内容を表示したい古墳を選択し古墳名をク

リックすると古墳の詳細データが表示され

る。ここでは例として仁徳天皇陵を表示さ

せる。

Setp 6 

左図のような画面が表示され、に古墳の

詳細データを知る事が出来る。また7部位

のデータより、前方後円墳の復元図がアプ

レットで作成されデータだけでなくビ、ジュ

アルに古墳形態を知ることが出来る。



5.CD-RCJ.1パッケージ化

現在、本研究の目的である検索エンジンは

web上で利用可能となっている。しかし、す

べてのマシンが webに繋がっているわけで

はない。そこでローカルマシン上でも検索が

行えるよう、前方後円墳データベースの

CD-ROMパッケージイじを実現し、より多く

の人々に古墳データベースを利用してもら

えるよう鋭意作成中である。ただし、ローカ

ルマシン上では webで使用される CGIの検

索エンジンは利用できないので、 JAVA言語

で検索エンジン部を新たに作成し、 webブラ

ウザさえあれば検索が可能になるように配

慮する予定である。

また CD-ROMパッケージ化によって、逆に

web上で容量の問題で実現できなかった立

体的地理情報の表示が可能となる。これによ

り、古墳の築造される地形の立地条件が視覚

的に明瞭に確認できるようになると予想さ

れる。

6.おわりに

本稿では、考古学データベースにおける情

報検索のありかたを想定しつつ、実際に構築

した検索エンジンを示した。今後は、さらに

ユーザーフレンドリな検索エンジンをめざ

して、アプレツトの強化による古墳復元図の

立体化（図 13）などを追加し、実用性の高

い検索エンジンの構築をめざす。

図13 

参考URL

小津研究室

httu://www.ozlab.osakac.ac.iu/ 

古墳検索エンジン

httn://www.ozlab.osakac.ac. io/cgi司 bin/

kSear℃h/search kofun.c!!:i 
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表1.データ項目

データ項目 データのタイフ 参考：仁徳天皇陵の場合

実測図番号 数値 27113 
古墳名（カタカナ） 文字 ニントクテンノウリョウ；ダイセン

古墳名（漢字） 文字 仁徳天皇陵・大仙

古墳名（ローマ字） 文字 Mausoleum of Emperor Nintoku・Daisen tomb 
古墳群 文字 百舌鳥古墳群

県名 文字 大阪

所在地 文字 堺市大仙町

所在地コード 数値 27201 
データ精度 文字 LBA 

緯度 数値 1332927 
経度 数値 343342 

1 : 2500±也形図 文字 堺

古墳形態 文字 前方後円墳

陪塚（有無） 文字 有

葺石（有無） 文字 有

造出（有無） 文字 有

埴輪（有無） 文字 有

遺物（有無） 文字 有

石材質（有無） 文字 有

石室（有無） 文字 有

棺（有無） 文字 不明

立地 文字 台地

方向 文字 南南西

崩壊度 文字 完存

推定時期 文字 中期

墳丘長 数値 486 
前方部長 数値 300 
前方部幅 数値 34 
後円部径 数値 244 
後円部高 数値 36 
くぴれ部幅 数値 163 
くびれ部高 数値 25 

体積 数値 不明

周濠（有無） 文字 有

築成段数 数値 不明

築成段数（前方部） 数値 4 
築成段数（後円部） 数値 4 

埴輪（備考） 文字 円筒；人；馬

石室（備考） 文字 竪穴式石室

棺 文字 不明
参考文献 文字 原島礼二「巨大古墳と倭の五王」（ 1 9 8 1年）
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公開シンポジウム「人文科学とデータベース」既刊一覧

・公開シンポジウム「人文科学とデータベース」
1995年 12月 25日（月）'26日（火） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

古地震データと活断層（pp.1-4) 

寒川旭（通産省地質調査所）

特別諏演

一般講演

Int巴lligentPadシステムを用いた歴史学研究支援データベースの構築（pp.5・12)

赤石美奈，中谷広正，伊東幸宏，阿部圭一，田村貞雄（静岡大学）

4次元歴史空間システムにおける地理情報処理について（pp.13・18)

小林努，加藤常員，小沢一雅（大阪電気通信大学）

視点に依存する属性付け機構を持つ木簡研究支援システム
ー構造化型データベースの概念一（pp.19・28)

森下淳也（姫路濁協大学）上島紳一（関西大学）大月一弘（神戸大学）

古典籍と JIS漢字ーテキストの本文校正との関係において一（pp.29-36) 

富山日出夫（花園大学）

手書き文字時系列筆跡パタンの一解析と今後の計画（pp.37・42)

東山孝生，山中由紀子，津田伸一，中川正樹（東京農工大学）

絵画 DBとイメージ検索一浮世絵の線画表現とデータ圧縮効果 (pp. 43-48) 

演裕光，志賀直人（大阪市立大学）

画像データベースの自然言語インタフェースについて（pp.49-54) 

伊東幸宏，中谷広正（静岡大学）

多視点距離データを用いた 3次元形状モデリング（pp.55-60) 

横矢直和（奈良先端科学技術大学院大学），増田健（電子技術総合研究所）

ハイパーメディア・コーパスの構築と言語教育への応用について（pp.61-66) 

上村隆一（福岡工業大学）

「歌物語J語葉の数量的分析と研究（pp.67-74) 

西端幸雄（大阪樟蔭女子大学）

高次辞書データベースのための語葉知識自動獲得システム（pp.75・82)

亀田弘之（東京工科大学），藤崎博也（東京理科大学）

社会調査結果の視覚化データベース（pp.83・88)

吉田光雄（大阪大学）

「問」に関するデータベースの構築（pp.89-98) 

中村敏枝（大阪大学）

方言音声データベースの作成と利用に関する研究（pp.99・104)

田原広史，江川？青，杉藤美代子，板橋秀一 （大阪樟蔭女子大学）
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・第 2回公開シンポジウム「人文科学とデータベースj

1996年 12月 21日（土）大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

三浦梅園の主著『玄語』のデータベース化と解読の試み

一江戸時代のハイパーテキストを読み解く (pp. l・10)

赤星哲也（日本文理大学），北林達也（三浦梅園研究所）

江戸図データベースの作成と今後の課題（pp.l 1・22)

黒川隆夫（京都工芸繊維大学）

一般講演

Shape from motionを応用した什器類の立体データ作成（pp.23・34)

中島重義，岡本次郎，演裕光，細川省一（大阪市立大学）

古地図に描かれた内容のデータベース化への試み（pp.35・44)

出田和久，正木久仁，小方登，山近博義（奈良女子大学）

考古学のためのデータベースシステム（pp.45・54)

宝珍輝尚，中田充，白井治彦，都司達夫（福井大学）

インターネット・イントラネットにまたがる分散型図書館目録データベース

の構築と運用（p.55) 

芝勝徳（神戸市外国語大学）

音楽における印象語検索システムの開発とその有用性（pp.57・66)

原田章，吉田光雄（大阪大学）

「方言認知地図」プログラムと統計処理地図（pp.67・78)

ダニエル・ロング（大阪樟蔭女子大学）
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圃 第 3回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」

1997年 12月 20日（土） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演 「邪馬台国大和説を科学する」

倭人社会と卑弥呼の王権（pp.1・10)

吉田品（岡山大学名誉教授）

前方後円墳成立の歴史的意義

ー「邪馬台国時代」における首長と農民層の共同幻想一（pp.I 1・17)

広瀬和雄（奈良女子大学）

一般講演

歴史学研究支援システムの構築（pp.19・30)

三浦崇，伊東幸宏，小西達裕，田村貞雄（静岡大学），赤石美奈（北海道大学）

中谷広正，阿部圭一（静岡大学）

地理情報を利用した遺物データベースシステムについて（pp.3ト38)

宝珍輝尚，都司達夫（福井大学），河合秀夫（大阪電気通信大学）

木簡研究支援データベースシステム 知見と仮説に基づく再構造化（pp.39・46)

森下淳也，大月一弘（神戸大学），上島紳一（関西大学）

大庭惰（皇学館大学）杉山武司（姫路濁協大学）

短編推理小説の論理構造の分析（pp.47-54) 

西島恵介，神山文子，藤田米春（大分大学）

形状分析ツーノレの開発とその応用一浮世絵に描かれた役者の同定と分類一（pp.55-64) 

モハメド・アラミン・ブイヤン，阿古弥寿章，演裕光（大阪市立大学），

松平進（甲南女子大学）

技術紹介

3次元形状入力へのおさそい 一人文科学の道具として一（pp.65-72) 

演裕光（大阪市立大学）
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・第 4回公開シンポジウム「人文科学とデータベースj

1998年 12月 19日（土）大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

邪馬台国は北九州甘木市付近にあった（pp.1・22)

安本美典（産業能率大学）

選挙研究とデータベース（pp.23・24)

三宅一郎（関西大学）

特別講演

一般講演

中期インド・アリアン聖典のデータベース（pp.25-34) 

逢坂雄美，山崎守一（仙台電波工業高等専門学校），宮尾正大（室蘭工業大学）

高地性集落遺跡データベースからみた弥生時代の情報通信 （pp.35・42)

加藤常員（大阪電気通信大学）

データベース倫理について （pp.43・52)

江津義典（関西大学）

階層構造グラフによるデータモデルの適用例：木簡データベース（pp.53-59) 

杉山武司（姫路濁協大学）森下淳也 大月一弘（神戸大学）上島紳ー （関西大学）

遺物破片の計測一照度差ステレオ計測装置の製作と計測一 （pp.61・70)

結城宏和，宝珍輝尚，都司達夫（福井大学），河合秀夫（大阪電気通信大学）

技術紹介

地場工芸品立体展示システム一人文科学の道具として (pp. 7ト78)

橋本隆之，青木功介，釣裕美（インテ ツクシステム研究所）
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・第 5回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」

1999年 12月 18日（土）関西大学総合情報学部

招待講演

顔の認知研究における顔データベースの利用（pp.ト10)

加藤隆（関西大学）

Recent Research on Paleolithic Arts in Europe and the Multimedia Database (pp. I 1・22)

Cesar Gonzalez Saintz, Roberto Cacho Toca (University of Cantabria, Spain) 

一般講演

Photo YR考古資料データベース『北スペインの旧石器洞窟美術』

目本・スペイン産学共同プロジェクトの実現と諸問題（pp.23・34)

深沢武雄（テクネ）

ノ《ーチャルリアリティによる遺跡探訪 30 Archaeo-Copter (pp. 35・38)

中村健，小沢一雅（大阪電気通信大学）

照度差ステレオ法を用いた遺物の表裏形状の計測（pp.39・46)

結城宏和，宝珍輝尚，都司達夫（福井大学）

文学データベースのための文書の構造化と意味管理（pp.47-58) 

横田一正，三宅忠明，園島丈生（岡山県立大学）

劉j勃江（岡山理科大学）田槙明子（リョーピシステムサービス）

相対インデックス法を使った文構造分析（pp.59-66) 

雄山真弓，岡田孝，黒崎茂樹（関西学院大学）

仮想電子辞書システムの設計と構築（pp.67・78)

芳野学，都司達夫，宝珍輝尚（福井大学）
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代表 中谷広正 （静岡大学情報学部）
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阿部圭一 （静岡大学情報学部）
伊藤敏彦 （静岡大学情報学部）
伊東幸宏 （静岡大学情報学部）
小西達裕 （静岡大学情報学部）

白井靖人 （静岡大学情報学部）
田村貞雄 （静岡大学情報学部）
長瀬真理 （静岡大学情報学部）
八重樫純樹（静岡大学情報学部）
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加藤常員 （大阪電気通信大学）
川口 洋 （帝塚山大学）
黒川隆夫 （京都工芸繊維大学）
柴山 守 （大阪市立大学）
高橋晴子 （大阪樟蔭女子大学）
都司達夫 （福井大学）
中谷広正 （静岡大学）
中村敏枝 （大阪大学）
八村広三郎（立命館大学）
演 裕 光 （大阪市立大学）
深海悟 （大阪工業大学）
宝珍輝尚 （福井大学）
正木久仁 （大阪教育大学）
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